
国史 跡
・
|1山 1王 囲 遺 跡

発掘調査報告書 I

― |■1996 . ―
|

■1連 町教 育委員
‐
会



回 史 跡 山王 囲 遺 跡

発掘調査報告書 I



図 版 4

渫 ＼

1 山王囲遺跡航空写真

Aerial phOtOgraph Ofthe SannO― gakoi site

■卜、/

＼点、く、

工４
ｉ一一一一一

|千ゝ
■   ‐

を守 →
■予 :1

鞠
埠
群
ｉ

■ 継 |:静

・
饂

第 2、 3号竪穴住居跡 (北から)

Pit d郡〆elling 2 and 3

3 第 5、 6、 7号竪穴住居跡 (西から)

Pit dwelling 5,6 and 7

,れ

養

露
常
!ド ぐ



図 版 2

1 第 1号配石遺構

Stony feature l

2 第 2号土器埋設土壊

Pit 2郡ァith buried pottery



山王囲遺跡は古 くよりその存在が知られており、縄文時代から弥生時代にかけての集落遺跡として、

発掘調査が行われてきました。とくに、一迫町立一迫小学校の体育館建設にともなう昭和39年 と40年

の調査において、縄文時代の遺物を大量に包含する良好な泥炭層が発見され、重要な遺跡であること

が明らかにされました。その成果にもとづいて昭和46年に国の史跡に指定されております。

町では指定以来、史跡の環境整備、資料館としての山王考古館における出土品の展示など史跡の保

存と活用に努めてきましたが、一迫小学校が平成 2年に移転することが決まり、その跡地の整備が課

題となりました。このため、平成 5年度から6年度の2ケ 年で史跡山王囲遺跡保存活用基本計画を策

定いたしました。この度の調査はこの整備計画に基づき、継続調査の第一次調査として実施されたも

のです。

山王囲遺跡は、その遺物の豊富さから基幹的集落遺跡として周囲の遺跡との関連が論 じられてきま

したが、当時の土地利用のあり方が不明のままでした。この度の発掘調査によって、住居跡をはじめ

とする数々の遺構が発見され、遺跡の姿が明らかになりつつあります。本町ではこれらの調査成果を

おゝまえ、山王囲遺跡をより多くの方々に理解していただけるよう整備していく予定であり、平成 8年

度には基本計画にそって仮称「縄文マインド研究所」の基本設計に入り、平成 9年から10年 に建物を

建設することとなっております。

最後になりましたが、本発掘調査のみならず本書の刊行にあたりましてもご指導、 ご協力を賜 りま

した東北大学教授 須藤隆先生をはじめとする諸先生方、宮城県教育庁文化財保護課、並びに関係機

関の方々に深く感謝申し上げます。

平 成 8年 3月

宮城県一迫町教育委員会

教育長 遠 藤 昭 吉



例     言

1 本書は宮城県栗原郡一迫町真坂字山王に所在する国史跡山王囲遺跡の発掘調査報告書である。

2 発掘調査は国庫補助事業として一迫町教育委員会が調査主体となり、史跡整備の目的で平成 7年 7月 17日 か

ら10月 11日 にかけて面積約1550Nにわたって行った。

3 以下に調査組織を掲げる。

調 査 担 当  一迫町教育委員会

調 査 指 導  須藤 隆 (東北大学文学部教授)

岡村道雄 (文化庁文化財保護部記念物課主任文化財調査官)

加藤道男 (宮城県教育庁文化財保護課調査第一係係長)

調査協力機関 東北大学文学部考古学研究室

宮城県教育庁文化財保護課

調 査 員  大場亜弥 (一迫町教育委員会総務課技師)

調査参加者  阿子島香 (東北大学文学部助教授)

古川一明、山田晃弘 (宮城県教育庁文化財保護課技術主査)

天野順陽、三好秀樹 (宮城県教育庁文化財保護課技師)

富岡直人 (東北大学文学部助手)

関根達人、菊池佳子 (東北大学埋蔵文化財調査研究センター調査研究員)

菅原哲文 (東北大学大学院博士課程)、 日下和寿、氷見淳哉、伊藤典子、池谷勝典、西村 力、

荻原研一、石田 真 (東北大学大学院修士課程)、 王 月ヽ慶 (東北大学大学院研究生)、 藤原弘明、

高橋 哲、玉橋さやか (東北大学文学部研究生)、 酒井 淳、関 健吾、小山有希、佐藤道子、

山澤安利、児島 学、坂田由紀子、西井 亨、鈴木 綾、北村浩貴、鹿又喜隆、五十嵐満、

川原 啓、熊谷宏靖、澤田純明、若山智也、杉山陽亮、池谷考史、千葉直樹、三上紅美子、

丹羽美智子、京野恵子、廣田英一郎、藤田直行、川口貴史 (東北大学文学部学生)

佐藤幸一、佐藤正利、津田小砂、曽根茂子、曽根あいし、松田 司、曽根義秋、笹川義春、

久我とも子、久我敏夫、門伝保輝、佐藤運之盟、後藤祥子、菅原みさ子、松田せつ子、

津田登喜子、金田せつ子 (一迫町)

4 編集は須藤 隆の指導のもとに、大場亜弥、富岡直人、菅原哲文、氷見淳哉がこれを進め一迫町教育委員会、

東北大学文学部考古学研究室の構成員が整理・分析を行った。以下に資料整理 。分析作業の体制を掲げる。



整理参加者  伊藤典子、池谷勝典、西村 力、荻原研一、石田 真、王 小慶、藤原弘明、高橋 哲、

玉橋さやか、関 健吾、小山有希、佐藤道子、廣嶋秀俊、坂田由紀子、西井 亨、鈴木 綾、

北村浩貴、鹿又喜隆、五十嵐満、川原 啓、熊谷宏靖、澤田純明、若山智也、杉山陽亮、

三上紅美子、藤田直行、池谷考史、千葉直樹、川口貴史、丹羽美智子、粟野昌之、京野恵子、

廣田英一郎 (東北大学文学部)、 斉藤幸子、佐藤勝子、菅原みさ子、佐藤たけ子、阿部辰江、

小山幸江、佐藤幸一、佐藤運之工 (一迫町)

5 本報告書の執筆分担は、文章末 ()内に付記 した。

6 調査報告書をまとめるにあたって、次の方々の御協力と御助言を頂いた。

興野義一氏 (日 本考古学協会会員)、 藤沼邦彦氏、阿部博志氏、須田良平氏 (東北歴史資料館)、 千葉景一氏、

真山 悟氏、斉藤吉弘氏、佐藤則之氏、東理浩明氏 (宮城県教育庁文化財保護課)、 太田昭夫氏、荒井 格氏

(仙台市教育委員会文化課)

7 遺跡探査については、安達二郎氏 (東北大学名誉教授 。東北工業大学教授)、 宇野 亨氏 (東京農工大学助教授)

〔文部省科学研究費補助金 重点領域研究 遺跡探査「遺跡探査パルスレーダ用アンテナの設計と埋蔵物のイメージング法

に関する研究」班〕、奥島基良氏 (東京工業大学名誉教授 。桐蔭学園横浜大学教授)、 杉本恒美氏 (桐蔭学園横浜大学講

師)、 本岡誠一氏 (千葉工業大学教授)〔 同「地中遺構及び文化財の超音波探査法の開発研究」班〕に依頼 した。

8 地質調査については阿子島功氏 (山形大学教育学部助教授)に依頼 した。

9 石材の鑑定は蟹澤聰史氏 (東北大学教授)に依頼 した。

10 明治大学考古学博物館 (館長 戸沢充則明治大学教授)よ り、1962年時の遺跡測量図面を提供して頂いた。

11 自然科学分析はパ リノ・ サーヴェイに依頼 し、詳細な報告を受け取 った。本報告書に要約 した内容を掲載 し

た。

12 地図は建設省国土地理院発行の1/50,000「岩ケ睛」を複製、使用した。

13 土色については『新版土色帖』(小山正忠。竹原秀雄 :1994)を参照した。

14 遺物図面、写真図版中の ()内の番号は属性表中の登録番号に対応する。
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第 1章 調 査 の 目 的

1964年秋、東北大学の伊東信雄教授の研究室に一迫町診療所の興野義一医師か ら、一迫小学校校庭の山王囲遺

跡において建物の建設工事に伴って多量の縄文時代の遺物が出上 したことが報ぜ られた。伊東教授は、 その遺物

が出土 した包含層が泥炭層であり、晩期の豊富な資料 とともに弥生時代初期の土器が多数出上 したことなどか ら、

遺跡の重要性を知 り、考古学研究室による調査が必要であると判断された。そして、その年の12月 に、急邊、短

期間の予備調査を実施 し、遺跡の状況を確認 した。その予備調査の結果にもとづいて、発掘調査計画が立て られ、

翌1965年 4月 から6月 までの 2カ 月におよぶ長期間の発掘調査が実施された。

この調査によって、厚さ lmを超す泥炭層から縄文時代晩期後半の亀 ケ岡式土器が層位的に出上 し、縄文時代

終末の物質文化の変遷が詳細に捉えられることとなった。また、最上層では晩期終末の包含層の上に弥生時代初

頭の遺構と包含層がひろがっており、土器、石器、土器棺など貴重な資料が多数出土 した。東北地方の亀 ケ岡文

化から弥生時代農耕文化への変遷を捉 らえることのできる極めて重要な遺跡であることが明らかになった。

地下水位の高い泥炭層では、遺物の保存状態がきわめて良好であった。 とくに、有機質の資料が豊富に出土 し、

トチ、クリ、クル ミ、 ドングリ、ニワトコの種子、葉、木、動物の骨、貝など食料の残滓、紐類、木製品、漆塗

り櫛、監胎漆器、編布、ヤスなどの骨角器、漆塗 り貝製品、土偶、耳飾 り、土製玉類など縄文人の豊かな生活内

容を示唆する多種多様な遺物が豊富に出土 した。

とくに編布は、 きわめて繊細な編物技術が認められ、縄文人の衣生活に対する認識を大きく変えた。 また漆器

類、とくに監胎漆器の製作技術は、縄文人の工芸技術の並々ならない洗練度、伝統の深さを明らかにした。また、

多量の亀 ケ岡式上器は土器作 りの技術の高さを明確にした。このような調査内容か ら、山王囲遺跡 は、国の重要

遺跡として1971年 に史跡指定が行われた。その後、資料館の建設、史跡公園としての整備が進められた。 さらに、

史跡北側低湿地には湿性植物園が設けられ、地域の人々のための憩の場として活用がはかられた。 さらに1989年

には、出土遺物の資料館が改装され、展示施設の整備と展示品の充実がはかられた。

1994年 になって、一迫小学校が著 しく老朽化 したため移転新築計画が浮上 した。遺跡の主要部分 と重なる小学

校の移転に伴って、遺跡の整備すべき範囲が一気に拡大することとなった。そのため、一迫町教育委員会 は、遺

跡の範囲、集落遺跡の中枢部、泥炭層の範囲と保存状況など、遺跡の全体的見直 しが必要と認識 し、今後の整備

計画、さらにその活用計画の策定をすすめ、1995年 にその策定案を完成 した。

その結果、策定案にもとづいて、①縄文時代の集落の主要部分の構造を明らかにする。②泥炭層の範囲を明確

にし、地下水の変化などによる影響 も含め、その保存状況を把握する。③泥炭層か ら、時期の明 らかな植物遺存

体 (種子類、草、樹木の葉や茎、樹幹、花粉など)を確保、分析 し、縄文時代晩期の自然景観を復元する基礎資料 を

うる、といった目的を達成するため、 5年次にわたる史跡整備のための発掘調査を実施することと決定 した。

一迫町教育委員会は、 この調査を効率的に進めるため、東北大学文学部考古学研究室と宮城県教育庁文化財保

護課の協力と指導のもとに発掘計画を協議、立案 し、その計画にもとづいて、1995年夏、第 1次発掘調査を実施

した。その結果、予想以上に大きな成果をうることができた。今回の調査報告書は、一迫町教育委員会 と東】ヒ大

学考古学研究室が全面的に協力 してすすめたものである。 (須籐)



第 2章 遺 跡 の 概 要

第 1節 自 然 景 観

山王囲遺跡は、栗駒山 (1628m)と 荒雄岳 (984m)の山麓に源を発する一迫川によって形成された南北 3 km、 東

西15km程の沖積地のほぼ中央の自然堤防上に位置する。 この自然堤防は一迫川とその支流の長崎川 にはさまれ、

標高37～39mで、東西240m、 南北180m程のひろがりをもつ。長崎ナII河床面からの比高は3m程度 で、現在の水

田面より 1～ 2mの微高地である。一迫川流域の沖積地を囲む丘陵地には、ナラ、クヌギ、アカマツなどの樹林

がひろがり、キジ、ヤマ ドリ、ノウサギ、 タヌキ、ムササビなどが棲息 している。一迫川や長崎川 などにはウグ

イ、コイ、フナが棲息 し、サケの遡上 もみられ、オオハクチョウ、ガンカモ科などの渡鳥が飛来する。

山王囲遺跡周囲の丘陵地は、鮮新世後期から更新世前期に平坦面であったが (宮城県 1991)、 更新世中期以降浸

食が進み、多 くの谷が開析された。約 1万年前に氷河時代が終わりをつげると、海水面が急速に上昇 し、遺跡周

囲においても沖積化が進んだ。現在、遺跡付近での沖積層は厚さ 3～ 7mで ある (宮城県他 1992)。 縄文時代の前

期前葉の大木 1式期には、山王囲遺跡から18km東方の迫町八ノ森貝塚のようにヤマ トシジミなどの汽水性貝類を

主体とする貝塚が出現 し、仙北湖沼域の奥部でピークに達 していた海進は終りをつげ、海岸線の後退が進んだこ

とがうかがえる。中期後葉に海退はさらに進み、更新世に形成された谷筋 も河川の運ぶ土砂で埋没 していった。

海退と沖積化に伴って内湾が汽水化、さらに淡水化 し、迫川流域には多数の沼沢、低湿地が形成 され、築館町嘉

倉貝塚など多 くの貝塚が残されることとなった。山王囲遺跡の東方10km程の一迫川と迫川 との合流点に位置する

嘉倉貝塚は、後 。晩期の淡水性貝塚であり、仙】ヒ湖沼域の最奥部が淡水化 していたことがうかがわれる。

山王囲遺跡の所在する自然堤防では、縄文時代前期大木 3式土器が確認されており、前期中葉 には生活の場 と

して利用されていたと考えられる。晩期には自然堤防の北に沼沢、低湿地がひろがり、その後埋没するにつれて

泥炭層や低湿地堆積層が形成されていった。そして弥生時代にかけて急速に埋没 していったと推定 される。

第 2節 歴 史 的 環 境

一迫川流域では旧石器時代から縄文、弥生、古墳時代にかけて丘陵地や自然堤防上に数多 くの遺跡が残 されて

いる。山王囲遺跡の南にのびる築館丘陵では、60万年前に遡る築館町上高森遺跡 (芹沢 1996)を は じめとして、

岩出山町座散乱木遺跡や古川市馬場壇A遺跡など、旧石器時代前期から晩期にかけての遺跡が数多 く分布 してい

る。花山村原井田、大穴山、天沢、小田裏A・ B遺跡など一迫川上流域の遺跡から、石刃や細石刃核、有舌尖頭

器などが出土 している (花山村史編纂委員会 1978)。 一迫町佐野原遺跡では、大型の局部磨製石斧が出土 し (興野

1976b)、 柳ノロ古屋敷遺跡 (中山遺跡)で もローム層中か ら景1片が出土 している。

縄文時代になると、丘陵地を中心として多数の遺跡が出現する。一迫川と迫川流域では、一迫町赤坂遺跡か ら

早期中葉の日計式土器が発見されており、この地域における最古の縄文遺跡といえる。高清水町大寺遺跡では、

多量の貝殻文土器が採集され、早期後半の大寺式の標式遺跡となっている。前期には、大栗A遺跡 をはじめ丘陵

2
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上で遺跡が増加する。また、迫川流域では迫町糠塚貝塚、八ノ森貝塚など前 。中期の貝塚が多数みられる。中・

後期の遺跡では丘陵平坦面に立地する一迫町小古遺跡で大木10式期の竪穴住居跡が確認されている。一追町宝領

遺跡では後期前葉の遺物包含層から土器が多量に出土し (佐藤 1984)、 比較的規模の大きい集落が営まれたと推定

される。晩期には若柳町館貝塚、敷味貝塚、築館町横須賀貝塚、嘉倉員塚、大型遮光器土偶が出土 した田尻町恵

比須田遺跡、国指定史跡中沢目貝塚、泥炭層から有機質遺物が出土する田尻町北小松遺跡など数多 くの貝塚と大

規模遺跡が群在する。一迫町巻堀遺跡では厚さ15mに およぶ晩期Ⅲ～Ⅵ期の遺物包含層が検出され (宮城県教育

委員会 1977)、 山王囲遺跡でも厚さlmにおよぶ晩期Ⅳ期の遺物包含層と遺構群が検出されている。このように晩

期には大規模な集落が多数形成されていたことがうかがえる。

弥生時代には、一迫川流域の青木畑遺跡、山王囲遺跡、伊豆沼 。内沼にのぞむ横須賀貝塚、嘉倉貝塚、浄土遺

跡、青島貝塚など前期の山王Ⅲ層式期から中期中葉の桝形囲式期にかけての遺物を出土する遺跡が分布する。そ

の大部分が山王皿層式期の遺跡であり、これらの弥生時代前期の遺跡の多くは晩期から継続する。

山王囲遺跡から一迫川を遡った青木畑遺跡では多量に土器、石器、土製品が出土 し、弥生Ⅱa期 の青木畑式が

設定されている (加藤 1982)。 また、山王囲遺跡から出土した土器群にもとづいて弥生Ⅲb期 の山王Ⅲ層式が設定

されている。この山王囲遺跡の弥生Ⅱb期の層からは石庖丁が出上 しており、宮城県北部地域において前期後半

から水稲農耕が行われていた可能性が指摘されている (須藤 1983)。 中期中葉の桝形囲式期の遺物は一迫町上戸遺

跡、山ノ神遺跡、山王囲遺跡、築館町横須賀貝塚、嘉倉貝塚、岩出山町境ノロA遺跡 (太田他 1982)な どで出土

している。また、後期になると丘陵上で小規模な集落遺跡が多数確認されており、上ノ原A遺跡や古川市宮沢遺

跡、高清水町東館遺跡などから天王山式土器が出土している。ことに上ノ原A遺跡ではこの時期の隅丸方形の竪

穴住居跡が 1棟検出され、中央に石組炉をもつ焼失住居であることが明らかにされている (佐藤他 1978)。 このよ

うな丘陵地における多数の天王山式期の遺跡の出現は、弥生時代後期になってこの地域で農耕活動が盛んに行わ

れたことを示唆している (須藤 1986)。

古墳時代前期になると、鳴瀬川、江合川流域では小牛田町京銭塚古墳、鳴子町石の梅古墳などの前方後方墳や、

全長100mにおよぶ大規模な前方後円墳である古川市青塚古墳が出現する。東館遺跡や志波姫町鶴の丸遺跡では

塩釜式期の方形周溝墓が検出され、志波姫町宇南遺跡、古川市留沼遺跡では同時期の竪穴住居跡が調査されてい

る。このような遺跡のあり方から、前期古墳文化の北限であるこの地域において農耕集落の発達と、有力な首長

層の台頭がうかがえる。また、一迫町清水田遺跡、高清水町大寺遺跡では北海道系土器が出土しており (興野 1976

a、 b)、 北海道続縄文文化圏との交流が行われていたことが推定される。中期前半に、この地域で古墳は減少する。

集落跡としては東館遺跡で南小泉式期の竪穴住居跡が検出されている。中期後半には、色麻町念南寺古墳 (前方

後円墳)や、御山古墳 (円墳)が造営される。後期では、志波姫町山ノ上遺跡で住社式期の竪穴住居跡が検出され

ている。また、鳴瀬川上流域に300基 を超す色麻町色麻古墳群が形成され、関東地方からの集団移住が推定される

(古川 1987)。 この背景として畿内政権の影響が強まったことが考えられる。さらに古墳時代の終末期には、一迫

川中流域で、竹の花、山王、西沢横穴古墳群などが形成され、迫川上流域の金成丘陵地には内陸部北限の白地、

山根前、大立、姉歯などの横穴古墳群が分布 している。

以上のように一迫川流域、迫川水系付近は、東北地方における南北の特色を異にする地域文化の境界領域にあ

ったと考えられ、東北の先史・ 古代史を理解する上できわめて重要である。 (富岡、大場、西村、氷見)
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凡例  ×…縄文晩期  O 弥生

遺  跡  名
縄 文 弥  生

遺 跡 名
縄 文

早 同J 中 後 晩 一副 中 後 早 工削 中 後 日免 一削 中 後

1 大 穴 山 遺 跡 ○ ○ ○ ① 19 猿 田 原 遺 跡 ○ ○ ○

2 越 戸 遺 跡 ○ ○ 向 芳 沢 遺 跡 ○ 〇

3 天 沢 遺 跡 ○ ○ ○ ○ ① 嘉 倉 貝 塚 ○ ○ ○ ○

4 宝 領 A遺 跡 ○ ○ ○ ○ 本 木 遺 跡 ○ ○

5 青 木 畑 遺 跡 ○ ○ ○ ○ ○ 照 越 台 遺 跡 ○ ○ ○

6 巻 堀 遺 跡 ○ ○ ○ 横 須 賀 貝 塚 ○ ○ ○ ○

7 清 水 田 遺 跡 ○ ○ ○ ○ ○ 浄 土 遺 跡 ○ ○ ○

8 上 戸 遺 跡 ○ ○ ○ ○ 敷 味 貝 塚 ○ ○

9 上 ノ 原 A遺 跡 ○ ○ ○ 大 畑 貝 塚 ○ ○ ○

山 ノ 神 遺 跡 ○ ○ 唐 木 崎 貝 塚 ○ ○

上 馬 野 B遺 跡 ○ 平  貝 貝 塚 ○

竹 ノ 花 遺 跡 ○ ○ ○ 岩 の 上 遺 跡 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

柴 の 脇 遺 跡 ○ 天 神 山 遺 跡 ○ ○

天 王 寺 遺 跡 ○ ○ 萩  田 遺  跡 ○ ○

根 岸 遺 跡 ○ 北小松岩田西遺跡 ○

大 栗 A遺 跡 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 恵 比 須 田 遺 跡 ○ ○ ○ ○ ○

山 王 国 遺 跡 ○ ○ ○ ○ 中 沢 目 貝 塚 ○ ○

日 向 遺 跡 ○ ○ 長 者 原 貝 塚 ○



第 3章 調 査 の 概 要

第 1節 調 査 の 経 緯

東北地方において山王囲遺跡は比較的早 くからその存在が知 られていた。東京帝国大学が刊行 した『 日本石器

時代遺物発見地名表』(1928年)の陸前國栗原郡の項には「一迫村・ 員坂・ 山王」から、土器、土偶、石鏃、石斧、

石皿、石錐、石錘、凹石が出土 したことが記載されている。

1948年から1958年 にかけて、郷上の先史に強い関心をもった狩野文朔氏によってこの遺跡の発掘調査が行われ

た。最初の調査では、山王神社の北東に第 1～ 3ト レンチを設けて発掘 した。その結果、石斧、石匙、石鏃、土

偶、石皿、凹石、石錘、石棒、石錐、壺、甕、皿、高杯など様々な遺物が出土 した。 2回 目の発掘調査では幅 6

m、 長さ16m程 の規模で山王神社の北に第 4ト レンチを設け、方形の地床炉跡 1基、周囲に灰、鉄滓が多量に散

乱 した円形の炉跡が 1基検出された (狩野 1959)。

1962年には明治大学による調査が行われた。 この調査では自然堤防から現在の給食センター付近において発掘

区が設けられ、縄文時代晩期大洞 C2～バ式の土器を発掘 した。また、大洞 C2式期の墓壊と考えられる土壊群

が検出され、石製小玉約60個が一括出土 し、赤色顔料の散布がみられた (明治大学考古学博物館 1991)。

1964年、一迫小学校の体育館建設にともなう発掘調査が行われた。 この調査は日本考古学協会会員興野義一氏

を発掘担当者として、東北大学考古学研究室伊東信雄教授の指導のもとに行われた。弥生時代の遺物包合層 と縄

文時代晩期の豊富な資料を包含する泥炭層が確認され (興野 1965)、 とくに弥生時代前期の瓢形土器や石庖丁など

が発掘された (須藤 1983、 84)。

翌1965年には、伊東信雄教授を中心に東北大学考古学研究室による第2次調査が行われ、弥生時代の遺構、包

含層、縄文時代晩期後半の泥炭層が調査された。出土 した土器は登録されているもので391点 におよび、石器、

土製玉類、耳飾、 ヒスイ製・石製玉類、腕輪、櫛、監胎漆器、骨角器、岩版、土版、土偶、猪牙製垂飾、編布、

木製品、植物遺存体、動物遺存体など多様な遺物の出土がみられた (伊東他 1985)。

1971年 に山王囲遺跡は国史跡の指定を受け、1976年には東北大学考古学研究室によって保存管理計画策定のた

めの調査が行われた。ボーリング調査の結果、泥炭層、遺物包含層の分布が確認された (一迫町教育委員会 1976)。

1976年以降、10年にわたる史跡整備がなされ、山王囲遺跡は「山王史跡公園」として形を整えた。 1990年、指

定地内にあった一追小学校の移転が決定され、それを契機としてあらためて遺跡全体の整備のみなお しが進め ら

れることとなった。一迫町は1993、 1994年度に国指定史跡山王囲遺跡保存活用基本計画策定委員会を設置 し、史

跡整備計画を検討 した。委員会は、「地形復元 レベルと縄文晩期の遺構面の確認」、「 自然 。社会景観の復元的調

査 。研究」、「生業形態に関する総合的調査 。研究」、「縄文・ 弥生時代の技術復原とその応用」、「調査 。研究成果

の公開等」を目的とする発掘調査の実施を提言 した。今回の発掘調査はこの史跡整備の基本計画にもとづ く初年

度の調査である。 (大場、菅原)



第 3章 調 査 の 概 要

第 2節 調 査 の 方 法

縄文時代の集落構造を捉え、それらを構成する遺構群の性格と配置、時期などを明らかにするために、 自然堤

防の東半部を中心として発掘区を設定 し、遺構、包含層の確認・ 精査を目的とする調査を行った。

発掘区は遺跡の南西に原点を設定 し、南北を基軸とした一辺 3mの グリッドを基準 とした。発掘区設定のため

の基準点は三角点「真坂」(-140227500,10294440,38860)と 1987年 に史跡整備の際に設 けられた第 X座標系の

既知点であるA点 (-139985753,10386946)、 B点 (-140026921,10492012)を利用 した。 さらに任意に設定 した

点はD点 (-140081592,103653185,38992)、 F点 (-14007276,10387945,38600)、 G点 (-140107000,10378000,

39474)、 I点 (-140084000,10378000,38997)、 」点 (-140100979,10390703,39654)、 K点 (-140107000,10339,

000,39254)、 L点 (-140138000,1033500,39081)、 M点 (-140092002,10419983,39208)で ある。軸は国土座標

を基準とし、東西軸には北に向かってAA、 AB、 AC……、南北軸には東に向かって 1、 2、 3……と名称を

あたえ、グリッド名は南側の東西軸名および西側の南北軸名をその区名とした。 この基準軸にそって発掘区を設

けた。

発掘区の設定は従来の調査成果と自然堤防の地形を考慮 して行 った。南西にのびる自然堤防の東端にA～ D区

を設定 し、遺構の分布を確認することとした。自然堤防中央部においては、1958年の調査で炉跡が発見 されてお

り、その周辺の遺構の分布を確認するため、 K、 L区を設定 した。1965年 の発掘調査では大規模な泥炭層が検出

されており、その際出土 した大量の遺物は発掘区の東側の自然堤防上から廃棄されたと推定される。 この推定 に

もとづき、自然堤防か ら低湿地にかけて、地形と遺構の分布を確認するためにE、 F区を設定 した。 また、 1965

年の発掘調査区の南側にG～ 」区を設け、低湿地のひろがりを確認することとした。

調査にあたって、層位的発掘を行い、各調査区における堆積層相互の対応関係を明 らかにするよう努めた。遺

構については分布状況を把握 し、竪穴住居跡、 ピットなど主要な遺構を精査 した。主要な遺構の土壌 はすべて採

取 し、フルイによる微細遺物の検出を行った。遺構、遺物の検出状況については詳細に記録 し、特に第 2、 3号

竪穴住居跡、第 1号配石遺構出上の遺物については出土位置をすべて記録 した。 これ らの測量 と記録を効率的に

行 うため東北大学考古学研究室所有のソキア製 トータルステーション (光波測量器)お よびコンピューターシステ

ム社製二次元測量システム・Siteを利用 した。

重複する遺構については、上層遺構を精査 し、それらの記録をとった後、下層の遺構を調査すべきか否かを検

討 した。また、埋没 している遺構を把握する試みとして、安達三良円氏 (東北大学名誉教授 。東北工業大学教授)、 奥島

基良氏 (東京工業大学名誉教授・桐蔭学園横浜大学教授)に依頼 し、 レーダー、音波での遺構探査を実施 した。

(大場、富岡)

第 3節 調 査 の 経 過

発掘区の設定は 7月 18日 にG・ 」・ I区、

表土除去は7月 18日 にG区、 19日 にA・ I・

9月 6日 にK区、 7日 にL区で行った。

19日 にA～ C区、28日 にD・ H区、 9月 6日 にKoL区 を行 った。

」区、25日 にE・ F区、26日 にC区、27日 にB区、28日 にD・ H区、

7月 18日 に、 G区 5層上面で溝を確認 した。発掘区北端に60cm幅 でサブ トレンチを設定 し、下層に白色粘土層



(7層)や泥炭質の有機成分を含む礫層 (11層 )の ひろがりを確認 した。 7月 20日 に、 G区北端・ 西端、 I・ 」区

北端のサブトレンチで下層の堆積状況を確認 した。 7月 21日 には I区西端で弥生土器を包含する泥炭質粘土層

(9層)を検出した。 7月 24日 に、A区で第 1号竪穴住居跡、 I区北側で畦畔状遺構を確認 した。 7月 25日 に、 F

区 6b層 の精査を行い、弥生時代中期の上器片を検出した。 7月 26日 に I区を南方向に 3m拡張 して、畦畔状遺

構のひろがりを確認 した。また、 G区第 1～ 3号溝跡を検出し、27・ 28日 には精査を行い、中世陶器1点、弥生

土器、石斧を検出した。 7月 28日 に、 D区黒色土層 (2層)中に若子の遺物を検出 したが、遺構のプランは不明

瞭で、 3層上面の精査を行 った。 7月 31日 に、 I区 9層で遺構のひろがりを確認するため上層を精査 した。 さら

にF区 9。 10層 の精査を行い、土墳などの遺構を検出した。

8月 2日 にF区第 4号溝跡を検出 し、H区では北壁にみられた焼土のひろがりや柱穴を検出 し、第 4号竪穴住

居跡として精査を行った。 8月 3日 にF区 10層上面の精査を行った。 C区では東西方向にのびる第 4号溝跡 プラ

ンを検出 した。

9月 7日 にK区の調査を開始 した。 9月 8日 にE区で、第 4号溝跡、多数の土壊や方形の遺構を確認 した。一

方、阿子島功氏が地形 。地質の分析を行 った。 9月 9日 にK区包含層を確認 し (7・ 8層上面)、 10日 から25日 に精

査を行った。 9月 12日 にC・ D区で遺構プランの検出、13日 には、精査を行 った。 ピット9埋土か らは土師器が

出土 した。 9月 14日 にB区北東隅に深掘区を設定 し、下部に礫層のひろがりを確認 した。 また、 F区 9・ 10層上

面の精査を続行 し、 C区 ピット3の精査を行 った。 9月 18日 から20日 にF区南側の遺構群とK区 7・ 8層の精査

を行った。 9月 20日 にF区北側で第 2号竪穴住居跡、 E区で多数の遺構の精査を行 った。 9月 21日 か ら22日 にC

区ピット3・ 9、 E区 ピット群の精査を行 った。さらに北側で方形の遺構から土師器を検出し、精査を終了 した。

F区では第 2号竪穴住居跡の精査 (10月 4日 まで)を行った。 9月 25日 にG区遺構群の精査を開始 し (10月 7日 まで)、

第 5号溝跡は部分的に観察 トレンチを設定 した。また、第 1号配石遺構の精査を行 った。26日 にC区 ピット8・

9に おいて遺物の記録 。取 り上げを行った。 9月 27日 にF区第 3号竪穴住居跡の壁溝を確認 した。 9月 28日 にE

区第 1号土器埋設土装の精査を行 った。 9月 29日 にD区で土壊群や第 1号陥穴などの遺構の精査を行 った。

遺構および遺物の諸記録は 7月 27日 より10月 6日 にかけて随時行 った。 10月 6日 には、パ リノ・ サーヴェイに

よる自然環境分析試料の採取が行われた。 10月 7日 に午後 2時より現地説明会を開催 した。 10月 11日 には実測図

や土層観察表を作成 し、作業を終了 した。

安達二郎氏を中心とするレーダー探査は8月 4日 に基準杭を設定 し、 8月 20日 か ら24日 に探査、 9月 6日 に測

定結果の検討を行った。探査に際 してA～ G区に基準線を設定 し、測定を行った。奥島基良氏を中心 とする音波

探査は、 9月 8日 から10日 に実施された。 (小山、大場、富岡)



第 4章 発掘調査の成果

第 1箱 層

E～ J区については、堆積層が最 も多 く確認されたG・ I区を基準として 1～ 11層 の基本層序を認定 した。 A

～DoK区 では、それぞれの発掘区において層名を与え、 E～ 」区との対応を検討 した。

E・ F・ G・ H・ I・ 」区基本層序

最上層は盛土である。 1層 は旧耕作土であり、部分的に礫や砂を含んでいる。 2層 は明褐色シル ト質で、 3層

の酸化 した層であり、厚さが 2～ 5 cmで、鉄分を多 く含む。 3層 は明灰黄褐色シル ト質土壌が主体であり、 」区

では黒褐色のシル ト質となる。マンガンを多 く含み、白色粒子を少量含む。 4層 は、10世紀降下の灰白色火山灰

(白鳥 1980、 町田他 1981)を 含み、特に凹地において比較的厚 く堆積 している。 4層の上面で、第 1～ 3号溝跡が

確認されている。また、植物珪酸体分析の結果、イネ科のプラントオパールが多 く検出されている。 5a層 は灰

褐色のシル ト質であり、マンガンを含む。一部に砂のラミナが形成されている水成堆積層である。 また縦方向に

微細なクラックがみられ、灰白色火山灰粒が落ち込んでいる。

I区の西側では、 5a層 の下に、より褐色が強 く、砂質の 5b層 がひろがる。 6層 は灰黄色の粘土質であり、沼

鉄を多 く含む。 E・ F区の 6b層 はG・ H・ I区の 6層 にあたり、より黄色みが強い砂質 シル トである。 F区 の

6b層上面では、弥生時代中・ 後期の土器片 (第 6図版23)と 土師器の破片が出土 し、古墳時代以降の生活面であっ

たと考えられる。植物珪酸体分析の結果では、 5、 6層 でもイネ科のプラントオパールがわずかなが ら検出され

ている。 7層 は明灰黄褐色の粘土質であり、鉄分を含み、G・ I区では白色を帯び、H～ 」区に分布する。 また

I区 7b層 は、赤褐色の粘土質で鉄分を多量に含む。 5～ 7層 はラミナの形成 と沈澱物のグラデーションが観察

され、洪水層と考えられる。畦畔状遺構など、特にG～ 」区の遺構はこの層によって覆われている。 8層 は、 9

層の漸移層で、G・ I区のみに認められる。

9層は黒色で、 G～ 」区では粘土質で、東側の区では砂質になる。炭化物を多量に含み、 I区西側で層が厚 く

なり、畦畔状遺構の基盤となる。 I区における珪藻分析では、第 1地点の層から陸生珪藻の非完形殻が多 く検出

され、縄文時代から弥生時代にかけての生活面であった可能性が高いと考えられている。 また、 イネ科のプラン

トオパールがわずかながら検出されている (第 6図第3地点)。 GoI区 では鉄分がとくに多 く、土中の鉄分が植

物体のまわりに付着 してできた「高師小僧」んゞみられ、遺物にも付着する。 とくに I区では 6～ 9層 にかけて土

壌中に沼鉄が多い。10層 は色調の多様な砂層で、場所によって変化がみられる。部分的に暗褐色、灰色、黄褐色

などを呈 し、E・ F区では黄褐色で、粒度はより細かくなる。E・ F区の遺構はこの面で確認されている。 G区

では縄文時代晩期の土器 も確認されており、さらに分層される可能性がある。11層 は泥炭質の有機成分を多 く合

む礫層である。

A・ B・ C・ D区基本層序

最上層は公園造成時の盛土である。 1層 は旧表土である。 lb層 は黒褐色のシル ト質で 2層 の漸移層である。

lc層 はD区南西部の 1層下部に認められ、暗赤褐色シル ト質土壌である。鉄分をブロック状に含む。 2層 は黒色

序



G区
K区

盛土

A、 B、 C、 D区

3   第1,2,3号漉跡 盛 t

半
_515________
_516._______

第 3図 基本層序模式図

Excavated layers in the Sanno― gakoi site

のシル ト質であり、径 5 alnの 白色土粒を少量含み、深耕の痕跡が多 く認められる。層の堆積は南側で厚 く、北側

で薄い。 2a層 は黒色シル ト質土壌であり、鉄分の多い土壌を斑状に多量に含む。 3層 はにぶい黄褐色粘土質 シ

ル トであり、 4層 の漸移層である。 4層は黄褐色の粘土質シル トである。 この 3、 4層からは遺物は検出されて

いない。

B区の北東隅を lm四方、深さ約1.4mま で試掘 し、堆積状況を調べ、501～518層 の18層に区分 した。501～ 510

層は、砂層、砂質シル ト層、 シル ト層が互層 となって堆積 し、各層の厚さは約50cmで ある。 その下の511層 は厚

さ約30cmの粘土層である。512～ 516層 は厚さ20～30cmの砂層、517、 518層 は砂礫層である。いずれの層 も水成堆

積層で、遺物は出土 していない。

K区 基 本 層 序

K区では 1～ 10層 が認められた。内容はA～D区と類似する。 1～ 3層 は公園造成時の盛土である。 4層 は旧

表土、 5、 6層 は耕作土である。 7、 8層 は黒褐色の遺物包含層で南側でより厚 く、主 として縄文時代晩期後半

から弥生時代前期の遺物が認められる。 9層 は10層 由来の黄褐色土ブロックを含むシル トである。10層 は、黄褐

色のシル トであり、遺構確認面である。

各区の基本層序の対応

E～ 」区の水成堆積層である 2～ 8層 は、A～ DoK区 には堆積が認められない。その下層では、 E～ J区の

9層、A～ D区の 2層、 K区の 7、 8層が対応する。いずれも黒色土層で遺物を多 く含む。黄色土層の漸移層 と

して、A～ D区 3層 とK区 9層が対応する。 E～ 」区には堆積がみられない。さらにE～ J区の10層、 A～ D区

の 4層、 K区の10層 が対応すると考えられる。 この層は縄文時代から弥生時代の遺構の確認面である。 E～ 」区

の11層 は礫層であるが、 B区の深掘区の517、 518層の礫層がこれに対応する可能性がある。 I区では、 11層 は西

側に向かって傾斜 しており、複雑な水成堆積の状況が予想される。

第2,3号憂穴11居 跡  I第 1号配

(富岡、菅原)



第 4章 発掘調査の成果

第 2節 遺    構

今回の調査で検出された各遺構の内容と分布は次の通 りである。

縄 文 時代 晩 期

DoE区 南側、 K区の自然堤防上で竪穴住居跡、 ピット、墓壊と考えられる土器埋設土壊が検出されている。

E・ F・ H区においては多数の遺構が重複 して検出されており、 G区 より西側の遺構群について も、弥生時代の

遺構 と重複が確認されることから晩期以前に属する遺構群が存在する可能性が高い。

弥 生 時 代

F区からI区において多数の遺構が確認されている。竪穴住居跡はF区の北半で 2棟が検出された。 G区の南

寄りには土器埋設土壊群が、中央付近では配石遺構とその周囲にめぐる溝跡が検出され、墓域の存在が推測され

る。 G区から西にのびる I区では南】ヒ方向の畦畔状遺構が 2条確認された。

古 墳 時代 以 降

自然堤防上東南部にあたるA～ F区にかけて確認された。A区南寄 りに竪穴住居跡1棟、南端ではピット1基

が検出された。 C区の北端には 7世紀末から8世紀前半のピット2基が検出されている。また、 C～ F区 におい

て上記の遺構とほぼ同時期に属する溝跡が確認されている。

1)竪穴住居跡

第 1号竪穴住居跡 (第 2図版)

A区中央東寄 りで検出された、一辺約 3mの方形の竪穴住居跡である。 2層上面から掘 り込 まれている。床面

は 4層を掘り込んでおり、壁はほぼ垂直に立ち上がる。覆土は黒褐色土壌を主体 とし5つ に分層 される。覆± 3

と 5は カマ ドの埋土と考えられる。

カマ ドは北辺中央部に設けられている。カマ ドの埋土である覆± 3は暗赤褐色粘土質シル トで、多量の焼土を

含んでいる。煙道は北にのび、その覆± 5は黒褐色シル トで、炭化物や焼土を若干含んでいる。燃焼部で、倒立

した状態の土師器の甕が検出されており、支脚として用いられたと考えられる。

竪穴住居跡内の南西隅に径30cm、 深さ15cmの 柱穴 1が確認されている。柱穴埋± 1は黒色シル トであり、黄褐

色土 ブロックと焼土粒を少量含む。埋± 2は黒褐色シル トであり、焼土粒を多 く含む。

黒褐色シル トの覆± 4よ り土師器の杯が 3個体出上 している (第 12図版 4、 5、 6)。 杯は国分寺下層式の前段階

のものである (加藤 1989)。 これらの出土土器から第 1号竪穴住居跡は 7世紀末か ら8世紀前半に属すると考え ら

れる。同時期の竪穴住居跡は、宮城県志波姫町山ノ上遺跡 (手塚 1980)、 御駒堂遺跡 C/1ヽ井ナ|1他 1982)、 蔵王町塩沢

北遺跡 C/1ヽ ,I+1980)で 確認されている。                               (高 橋)

第 2号竪穴住居跡 (第 4図 )

F区北寄 りで検出された直径5.6m程の不整円形を呈する竪穴住居跡である。壁上部は第 3号竪穴住居跡の構築

の際に削平されている。残存する深さは 5～ 15cmである。今回の調査では床面の精査は一部にとどめており、壁

溝は検出されなかった。

住居跡の中央およびその南東寄 りで重複する2基の炉跡が検出された。いずれの炉 も、焼土 と炭化物を多量 に
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第 4章 発掘調査の成果

含んでいる。 1号炉 (Fl)は重複関係と位置から第 2号竪穴住居跡に伴 うと考えられる。この炉は長径 1.4m、 短

径約60cmの不整楕円形を呈 している。

主柱と推定される柱穴は、 Pl～ 6の 6基が検出されている。 Pl～ 3は、深さ20cm前後で埋土に炭化物や焼

土を比較的多 く含み、一群 と推定される。 Plと P2は 25m、 P2と P3は 2.7mの 間隔をもち、南西の柱穴は検

出されていないが、主柱はほぼ正方形の 4本柱構成をとると推定される。 P4～ 6は深さ30cm前 後で焼土をほと

んど含まず、一群のものと推定される。 P4と P5は 3m、 P5と P6は 2.6mの 間隔をもち、これについて も南

西の柱穴は検出されていないが、 これも主柱はほぼ正方形の 4本柱構成をとると推定される。第 2号竪穴住居跡

は、これら2組の柱穴の存在から、ほぼ同規模で改築が行われたと考えられる。

第 2号竪穴住居跡の覆土および床面からは、弥生 Ⅱb期の土器 (第 5図版 4～ 11)、 石鏃 (第 13図版20)、 打製石斧

(第 15図版37)、 凹石 (第 15図版44、 45)、 石核 (第 17図版53)が出土 しており、 この住居跡の所属時期は弥生 Ⅱb期 と

考えられる。この竪穴住居跡は、規模、構造の点で、岩手県滝沢村湯舟沢遺跡 (桐生他 1986)、 軽米町馬場野 Ⅱ遺

跡 (工藤他 1986)、 宮古市上村貝塚 C/1ヽ 田野他 1991)の 弥生時代前期竪穴住居跡と類似する。 (須藤、西村)

第 3号竪穴住居跡 (第 4図 )

第 3号竪穴住居跡は第 2号竪穴住居跡と重複 し、直径約 8mの不整円形を呈する。洪水により壁上部が削平 さ

れている。壁溝は幅20cm、 深さ20cm程で周囲12m分 が確認された。また貼 り床 も確認された。

2号炉 (F2)は第 3号竪穴住居跡に伴 うと推定される。 F2は Flの上層にある。 この炉 は東西12m、 南北



80cmの不整形を呈 し、その中にこぶし大の礫が 7点散在 している。

主柱穴は、 P7～ 11の 5本が検出されている。 P7、 P9、 P10は深さが40～ 50cmあ る。 P8、 P■ は深 さ20

～30cmと 浅い。主柱穴 P7、 P9、 P10間 の距離は3.2～3.6mである。さらに壁寄 りに、P12～ 14の柱穴がある。

これらはP7～ 11に補助的に組み合う可能性がある。

この第 3号竪穴住居は、第 2号竪穴住居を拡張 し、建て替えられたものと推定される。

第 3号竪穴住居跡の床面および主柱穴 P9、 P10か ら弥生 Ⅱb期 の土器が出土 している。

また、第 3号竪穴住居跡では、北寄りの貼 り床上にひろがる長径14m、 短径80cmの 不整楕円形を呈す る焼土面

をはじめとして、いくつかの焼土面が確認されている。 P14の 埋土には焼土粒や炭化物が多 く含まれ、 P13に は

焼土層がみられる。さらに壁溝からは焼けた土器片が出土 しており、焼失住居の可能性が高い。

第 3号竪穴住居跡は、その規模、構造の点で、青森県下北郡脇野沢村瀬野遺跡 (伊東他 1982)、 秋田県秋 田市地

蔵田B遺跡 (菅原他 1986)に おいて検出されている弥生時代前期の竪穴住居跡と類似 している。  (富 岡、西村)

第 4号竪穴住居跡 (第 4図)

第 4号竪穴住居跡はH区東北寄 りで検出された。焼上の分布がH区北東隅にみられ、地床炉と推定 される。 H

区北壁セクションで10層 を掘 り込んだ第 4号竪穴住居跡の壁の立ち上がりが確認された。 ピット151、 1521よ 深 さ

15～ 30cmで焼土粒を含む。 これらのピットは第 4号竪穴住居跡の柱穴と推定される。 F区の第 2、 3号竪穴住居

跡やピットとの重複関係から、第 4号竪穴住居跡は周囲の遺構群より古いことが明らかである。 さらに、 ピット

152か らは縄文晩期 V期の壺 (第 5図版18)や縄文晩期Ⅵ期の深鉢 (第 5図版17)が出土 している。 (氷見)

第 5号竪穴住居跡 (第 5図 )

K区の中央東寄 りに位置 し、10層上面で確認されている。地床炉とその周囲にめぐる 5基の柱穴が検出された。

地床炉は径約40cmの ひろがりをもつ。壁は削平されていた。柱穴の配置から、径約 6mの不整円形を呈す る住居

であったと考え られる。 ピット202、 217、 218、 224、 225は住居の柱穴と推定 され、深 さ20～ 35clllで ある。 ピッ

ト202、 217、 218に は柱痕跡が認められる。 ピット202か らは、縄文晩期Ⅵ期、あるいは弥生 I期 の浅鉢が出土 し

ている (第 6図版14)。 さらに地床炉から石皿 (第 17図版52)が 出土 している。 この竪穴住居跡 は、 ビッ ト202か ら

出土 した土器より縄文晩期Ⅵ期あるいは弥生 I期 に属すると考えられる。 (大場、関)

第 6号竪穴住居跡 (第 5図 )

K区中央西寄 りに位置 し、10層上面で確認されている。柱穴の配置から推定 して径約 6mの 円形を呈す ると考

えられる。 ピット191、 199、 211、 219、 226～230の計 9基が柱穴と推定される。 このうちピット191、 211、 2191よ

柱痕跡が認められ、深さ約30～50cmで ある。床面か ら縄文晩期Ⅵ期と推定される甕 (第12図版 1)が一括 して出土

している。 (大場、関)

第 7号竪穴住居跡 (第 2図版)

K区北東隅において、狩野文朔氏の発掘による トレンチに切 られて検出された。覆土は 6つに分けられる。ピッ

ト231は この住居の柱穴と考えられ、柱痕跡があり、深さは20cm以上である。縄文土器片及び石鏃 (第 13図版17)

が住居の覆土か ら出土 している。                               (大 場、関)
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沼鉄により褐色になっている

10Y R3/ユ  黒褐色
径約3m血の炭化物、径lmnの 自色土粒
を少壁含む

'5Y烹
2/1 単色 径3～ 5m団 の炭化物を非常に多 く含む

3-20cmの 礫を多数合む

7層 と0層 の漸移層 白と黒をバ ン

弥生上器 フレークなどの遺物が多く出上 した 配石遺構 9層 を切 り 8層 に覆われる

〒型巖筈ど昇存ツ尾轟ιえ環縦建察虐を3ぇ 蔵売ち
西側では徐々に上粒が粗くなってお

弥生土器の小破片をまばらに合む一部で自色砂粒がラミナ状に推積する水成催萩層

南御 付近 で は植 物 の 標 の痕 跡 が み られ た 北 側 と南側 に偏 つて分 布 じ中央部で

北側 と南側に偏って分布 じ中央部で薄い 西側で■手状に高まり畦畔状遺構がみられる
山三Ⅲ層式上器を多 く出土する

第 6図 第 1号配石遺構、畦畔状遺構 (G・ I区 )

Plans and sections of stony feature l and the levee― like Feature

2)配 石 遺 構

第 1号配石遺構 (第 6図 )

G区の中央で検出され、長軸が2.2m、 短軸が13mの 楕円形を呈する。礫の集中は】ヒと南に分かれる。北側は 5

～10cm程度の比較的小さな礫、南側は10～ 20cm程度の比較的大きな礫で構成される。 9層および10層 を掘 り込ん

でいる。配石の埋土は、周囲の 9層 よりも黒色の強い粘土質と細粒砂質であり、炭化物を多 く含んでいる。配石

の埋土や周囲から、土器片、凹石、景1片、砕片などが多 く出土 している。配石上部で弥生 Ⅱb期 の甕の口縁部破

片が出土 している (第 5図版21、 第6図版 1)。

また、配石の南端から30～40cm離 れた位置に、弥生Ⅱb期 の高杯脚部 (第■図版3)な どを出土 した第 5号土器

埋設土壊がある。                                         (菅 原)

16

マンガンを合む 鉄分が多く、縦方向に微細なクラック
が多数みられる 白色粒子(径 1～ 2m口 )を わすかに合む10Y R5/1 福灰色

7 5Y R6/2 灰褐色 鉄分が縦方向に細か く入る 白色土粒がやや入る

IOY R4/2 灰貢色
鉄分が縦方FH4に やや大めに入る 径2-3綱 Dの マンオンを
残状 に合む

鉄分が縦方向に大めに入る マ ンガンを多 く含む

上部に砂利が多 く 下部に鉄分を多量に合む5Y R4/8  赤偶色

10Y R4/2 灰黄色



3)畦畔状遺構 (第 6図)

I区において黒色の泥炭質粘土 (9層)か らなる土手状に高まった 2本の

畦畔状遺構が検出された。この間隔は約 4mである。東側の畦畔状遺構は、

一部で途切れるが長さ約55mで あり、断面は下端幅1,7～ 1.8m、 上端幅 1～

1.5m、 高さ13～ 33clllの 台形を呈する。西側の畦畔状遺構は長さ約 6mで断面

は下端幅約60cm、 高さ16cmの蒲鉾形を呈する。畦畔の間を埋める 8層 はG。

I区にのみ認められ、 9層 に由来する灰黄褐色の粘土を主体とし、多量の炭

化物を含んでいる。 9層から弥生Ⅱb期の壷 (第 7図版14)、 高杯 (第 7図版■)

や甕 (第 7図版16)、 弥生Ⅱa期の浅鉢 (第 7図版17)な ど多量の土器が出土 して

いる。畦畔状遺構は、出土土器から弥生Ⅱb期 に属すると考えられる。畦畔

状遺構の西側では泥炭層が確認され、弥生Ⅱb期の蓋 (第 7図版10)が 出土 し

第 4章 発掘調査の成果

第 7図

第 1、 2、 3号溝跡 (GD
Plan and section of ditch
l,2 and 3

ている。

4)

第 1、

第 1、

(荻原)

跡

3号溝跡 (第 7図 )

3号溝跡はG区の 4層上面で検出された。ほぼ南北 に平行に走

る溝を第 1、 2号溝跡 とし、 2つ の溝を連結 し東西に走る溝を第 3号溝跡 と

した。第 1号溝跡は幅約2.5m、 深さ26cmで ある。 B K52区 において東 に分岐

しており、またB F51区 で西へとのびる。底面は平坦で、壁 はゆるやかに立

ち上がる。第 2号溝跡は第 1号溝跡よりもやや狭 く幅約90cm、 深 さ20cmで あ

る。壁の立ち上がりは明瞭である。第 3号溝跡は幅1,7mで底面は平坦であり、

壁はなだらかに立ち上がる。

埋土は 2層が確認された。埋± 1は多量の礫を含み、一部に 4層由来の灰

白色火山灰ブロックを含む。埋± 2は黒褐色のシル ト質砂である。 この層よ

り中世陶器の悟鉢 (第 12図版13)が出土 していることから、中世以降の溝 と考

えられる。また第 2号溝跡か らは弥生 Ⅱ期の土器 (第 6図版 2)や磨製石斧

(第 14図版35)が出土 している。

第 4号溝跡 (第 2、 3図版)

C～ F区で検出された。 6b層 を掘 り込み、第 2、 3号竪穴住居跡の南縁

辺を切っている。 F区においては幅0.8～ 1.2m、 深 さ20cmで、壁 はなだ らか

に立ち上がる。埋土は粘土質シル トで、下層ほど沼鉄を多 く含む。 C、 D区

においては、幅 1～ 12m、 深さは lmである。掘 り込み面は 2層上面で、壁

の立ち上がりは明瞭である。埋± 1は黒色粘土質シル トであり、埋± 2は黒

褐色の粘土質シル トで、 4層由来の黄褐色土粒をブロック状に含む。埋± 1

から縄文晩期Ⅳ～Ⅵ期の土器 (第 4図版28～ 34、 第 5図版 1、 2)や 土師器の破

溝
　
２
、　

２
、



片が出土 しており、帰属時期は古墳時代以降と考えられる。

第 5、 6号薄跡 (第 3図版)

G区の第 1号溝跡の下層において検出された溝を第 5号溝跡とし、 これに直交 し西にのびる溝を第 6号溝跡 と

した。第 5号溝跡は幅1.2～ 3.Omである。第 6号溝跡は長さ2.5m、 幅 lmで ぁる。埋土 は 7層 由来の白色粘土 と

8層 由来の灰褐色粘上である。 この溝は自然堤防と沖積面の傾斜変換線上に位置 し、複雑に分岐 しており、 自然

流路を利用 した溝と推定される。 これらは畦畔状遺構と関連 している可能性が考えられ、今後検討 していく必要

がある。 (高橋)

5)土器埋設土境

第 1号土器埋設土境 (第 8図 )

E ttA Z60区 の10層上面で検出された。径60cmの 円形であり、深さ35clllで ある。埋± 1は黒褐色砂質シル トで、

埋± 2は褐色砂質シル トである。縄文晩期Ⅵ期の鉢 (第11図版 1)が出土 した。

第 2号土器埋設上境 (第 8図 )

GttB B51区 の西壁付近に位置 し、10層 で検出された。径34cmの 円形で、深さ31cmで ある。埋± 1は 暗緑灰色

砂質シル トで、焼土を含んでいる。埋± 2は埋±1よ り青みが強 く、炭化物を多 く含む。土器 は正立 し、体部下

半と底部が出上 している。 この土器は横走縄文が施文され、弥生 Ⅱb期 に属する甕 (第■図版 2)と 考えられる。

また、径10cmの 礫が埋± 2上面で出土 している。

第 3号土器埋設土境 (第 8図 )

GttB C52区 の10層上面で検出された。楕円形を呈 し、長径82cm、 短径44cmで 深さは20cmで ある。 日縁部に突

起を有 し平行沈線のめぐる弥生 I期の深鉢 (第 12図版3)が出上 している。

第 4号土器埋設上境 (第 8図 )

GttB D52区の10層 を掘 り込み、土墳底部は11層 に達 している。径76cmの 円形を呈する。埋土は黒色砂である。

横走縄文が施されている弥生 Ⅱb期 の甕 (第 5図版19)が出土 している。

第 5号土器埋設土壌 (第 8図 )

GttB H52区 の第 1号酉己石遺構の南で検出された。長径55cm、 短径27cmの楕円形を呈 し、深さ10cmで ある。検

出面は 9層上面で、10層 を掘 り込んでいる。埋土は灰褐色砂質シル トである。弥生Ⅱb期 の高杯の脚部 (第■図版

3)が倒立 して出土している。凹石と礫を共伴した。 (高橋)

6)陥   穴 (第 2図版、第 5図 )

D・ K区で長楕円形を呈する陥穴が5基確認された。D区 は4層、K区は10層 上面で検出されている。 K区検

出の第 2～ 4号陥穴は自然堤防の等高線に沿って東西に一列に並んでいる。第 1、 5号陥穴の長軸は自然堤防の

等高線に対 し直交している。D区の第 1号陥穴は、長軸約2.3m、 短軸40cm、 深さ50cmで ある。底部に「逆茂木」

などの痕跡は確認されなかった。埋土からは遺物は出土していない。これらの陥穴は集落が盛んに営まれた縄文

晩期中葉以前に作 られたと考え られる。 (高橋)
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7)ピ  ッ  ト

ピ ッ ト 3(第 9図)

C ttA X74区 の 4層上面で検出された。径126cmの 円形を呈 し、深 さ12cmで ある。縄文晩期 Vc期 の合付浅鉢

(第 4図版 4)、 弥生 I期の鉢 (第 4図版 3)、 Ⅱa期の鉢 (第 4図版 2)、 壺 (第 4図版 1)が出土 している。 また、土

製品 (第 10図 2)、 円盤状石製品 (第 15図版38)が出上 している。

ビ ッ ト 8(第 9図 )

CttB B75区 の 4層上面で検出された。径102cmの 円形で深さ16cmである。縄文晩期V期の鉢 (第 4図版 6)、 Vc

期の壺 (第 4図版 7)、 晩期Ⅵ期の深鉢 (第 4図版5)が出土 している。

ピ ッ ト 9(第 9図)

CttB D75区 の 4層上面で検出された。長径131cm、 短径51cmの小判形を呈 し、深さ27cmで ある。焼土、炭化

物が多量に含まれるピット下部から土師器の甕の日縁部 (第12図版12)が倒立 して出土 している。また、土師器の

杯、台付甕 (第 12図版 7、 8)が出土 しており、これらは一括 して廃棄されたものと考えられる。他に縄文晩期V

期の壼 (第 4図版 8)、 晩期Va期の甕 (第 4図版9)が出土 している。 このピットの帰属時期は 7世紀末か ら8世

紀前半と考えられる。

ビ ッ ト33(第 9図 )

EttB C61区 の10層上面で検出された。径40cmの 円形を呈 し、深さ38cmで ある。埋± 1か ら縄文土器片が出土

した。埋土は 2つ に分けられ、埋± 2か ら石刀 (属性表No 44)と 縄文土器片が出土 している。
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ピット45

を多 く合む 頁tiア ロ ックを含む 0

tOY R2/2 黒禍色 径2EIIP■の炭化物を少亀合む 4層 由来の責偶色■アロック(l12-5cm)を

多量に合む

10Y R3れ 暗褐色 ごくわすかに合む イ

径Icm程の炭化物を合む ほぼ均質な層だが径5cm程の禍色■粒をごく少
量、径IOcm程 の小プロ′ク状に含む

ユOY R2/3 累褐色 径2～ 3m■ の炭化物を少量合む

iOY R2/3 黒褐色 径2～ 3血の炭化物を少量合む

径2～ amaの 炭化物を少員合む10Y R2/3 具協色

10Y R2/3 黒偶色 径2-3mmの 炭化物を少量合む

径2～ 3mmの 炭化切を少量含む10Y R2/8 暴偶色
ヨンルトと10Y R4/4揺 色ンルト
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ピ ッ ト45(第 9図 )

F ttA Z58～ B A58区 の10層上面で検出された。長径94cm、 短径76cmの不整形を呈 し、深さ21 cmで ある。埋土

は暗褐色砂質 シル トであり、黄褐色土粒をブロック状に含んでいる。 ピットの底面近 くから礫が出土 している。

ピ ッ ト46(第 9図 )

F ttA Z57区10層上面で検出された。長径 108cm、 短径78cmの楕円形で、深 さ41 cmで ある。埋土 は 6層 が確認

され、黒褐色や褐色のシル トである。 ピット上部に石皿などの礫石器 (第 16図版50)が出土 し、一括 して廃棄され

た可能性が高い。山形突起を有する弥生 I期 の高杯 (第 5図版12)が出土 している。

ピ ッ ト48(第 9図) ‐

F ttB A58区の10層上面で検出された。径72cmの 円形で、深さ65cmで ある。埋土は 3層で、 いずれ も炭化物を

含んでいる。埋± 1と 3か ら礫が出上 している。

ピ ッ ト50(第 9図)

E ttA Z60区の10層上面で検出された柱穴である。径65cmの不整円形を呈 し、深さ64cmで ある。埋± 1は柱痕

跡であり、径30cmを測る。黒褐色シル トであり、径 5 mmの 褐色土粒を含む。埋± 1の周囲に褐色 と黒褐色のシル

ト層が互層に堆積 しており、柱の埋形と考えられる。 このピットの約 3m北に柱穴と考えられるピット37があり、

関連する可能性が高い。 (高橋)

第 3節 遺

1)土  器

C区の 2層、 E～ 」区の 6～ 10層、 K区の 7、 8層の遺物包含層および遺構から出上 した完形土器 と個体認定

可能な口縁部や、有文土器片・底部・台部・ 脚部を抽出し、属性分析を行なった。器形と装飾の明 らかな個体 は

176点 に達 している。

a 縄文土器・ 弥生上器

属性表に記 した「時期」と、土器型式との対応関係は以下のとおりである。縄文時代晩期Ⅳ期 は大洞 C2式、

V期は大洞A式、Ⅵ期は大洞A式の時期に相当する。 V期 はさらに1965年の調査成果 (伊東他 1985)に もとづい

てVa、 Vb、 Vcの 3期に区分 した。また、弥生時代 I期は砂沢式の時期に相当する。 コa期 は青木畑式、 コb期

は山王Ⅲ層式である。Ⅲ期は寺下囲式、Ⅳ期は桝形囲式、V期は崎山囲式、Ⅵ期は天王山式の時期に相当する。

「器種」は甕・ 深鉢・鉢・浅鉢 。台付浅鉢 。高杯・ 壺・ 注目土器・ 蓋に大別 した。

「口縁部の特徴」は平坦日縁、平坦口縁に刻みまたは押圧、小波状口縁 (第 4図版27)、 山形口縁 (第 11図版 6)、

平坦回縁に突起 (第 5図版17)、 山形突起 (第 9図版10)に大別 した。

文様帯の名称は、日縁部装飾帯を I文様帯、頸部をⅡ文様帯、体部上半をⅢ文様帯、体部下半をⅣ文様帯、底

部あるいは台部をV文様帯とした。変形工字文は、A・ BoC・ P型の 4類型に大別 し、さらに、 A型を 2類型

に、 B型を 2類型に、 C型を 2類型に細別 した (須藤 1976、 90)。

抽出された縄文土器には晩期Ⅳ期からⅥ期までの資料が含まれている。晩期Ⅳ期の資料は主 にK区か ら出土 し

物



ている。深鉢は口縁部が強 く外反 し、平坦口縁に刻み、押圧、突起が施されたものが主体である。浅鉢 は、平坦

口縁あるいは平坦口縁に低い突起を付 し、体部に平滑な雲形文を施 したもの (第 10図版 4、 5、 7)、 無文 の もの

(第10図版8)が ある。壷、注目土器は各 1点出土 し (第 10図版■、12)、 体部に雲形文が施されている。また、Ⅳ期

には、 LRoRL羽 状縄文が多用される。

晩期V期の資料は、 C・ D・ F・ G・ H・ K区から出土 した。深鉢・鉢・台付浅鉢・壷がみられる。 口縁部が

かるく外反する深鉢が出土 している (第 4図版19、 第5図版14)。 鉢には、工字文 (第 7図版 5、 第9図版12)、 匹字文

(第 6図版20、 第11図版10)、 変形工字文 (第 7図版9)が施文されている。台付浅鉢には、体部 と台部 に匹字文 が施

されている (第 4図版32、 第9図版13)。 壷は、縄文施文 (第 7図版 7)、 匹字文 (第 4図版 7)の資料が出土 している。

またK区から無文の袖珍土器が出上 している (第 12図版 2)。 D区 2層から出土 した壷 は (第■図版 6)、 日縁部 に

細い隆帯による三角連繋文が施され、福島県墓料遺跡第 8号土墳 8号土器 (須藤編 1984)、 根古屋遺跡第15号墓坑

2号土器 (梅宮他 1986)に類例がみられる。

晩期Ⅵ期の資料は、D・ E・ K区から深鉢・鉢 。浅鉢・高杯が出土 している。高杯は、山形突起を有 し、 体部

に変形工字文A2型 (第 9図版 9)、 Al型 (第 9図版11)が施 されている。鉢には、 Al型 (第 4図版14)、 P型

(第 4図版25)や匹字文が展開する。匹字文の鉢 (第■図版 1)は、山王Ⅳl・ m層出土土器に類例がみられる。 第 11

図版 1(第 1号土器埋設土壊出土)は、口縁部がゆるやかに内彎する鉢である。 日縁部に匹字文、体部 にはLR縄

文が施され、器面に朱が塗布されている。埋設された土器の中では最 も古い型式である。

弥生時代の資料は、 I期からⅥ期までのものが出土 した。弥生 I期の資料はC・ G・ K区から深鉢 。鉢 。高杯 。

壷が出土 した。鉢には変形工字文A型が施される (第 4図版 3)。 高杯の脚部にはA2型 (第 11図版 8)、 Cl型 (第

11図版 5)が施文されている。A2型 は山王Ⅳa・ k層 出上の高杯脚部に、Cl型 は青木畑遺跡出土土器 0日藤 1982)、

岩手県花泉町中神遺跡出土土器 (須藤 1987、 96)に類例がみられる。頸部に焼成前の穿孔を有するこが 1点確認

された (第■図版12)。 第12図版 3(第 3号土器埋設土嬢出土)は、低い突起をもつ小型の深鉢で、日縁部に 4条 の平

行沈線、内面に 1条の沈線がめぐり、体部にはR無節縄文が施される。

弥生時代 Ⅱa期 の資料は、G・ K区から甕・鉢 。高杯・ 壷が出土 した。鉢には変形工字文 Cl型 が施 されてい

る。高杯の体部にもCl型 (第 8図版15、 17)が展開 し、脚部には波状文 (第 8図版18)が施されている。壷 は、 日

縁部がゆるやかに外彎 しながら立ち上がる器形である (第 9図版 4)。 第11図版 2(第 2号土器埋設土壊出土)は、体

部に粗いLR縄文が横走する甕であり、体部下半から底部にかけて残存 し、外面に煤が付着 している。

弥生 Ⅱb期 の資料は、 I・ K区遺物包含層、 F区第 2、 3号竪穴住居跡、 G区第 4、 5号土器埋設土装、第 1

号配石遺構から検出されている。甕・ 深鉢 。鉢・ 高杯・ 壺 。蓋が確認されている。鉢には波状文 (第 7図版23)と

変形工字文 C2型 (第 5図版 7、 第8図版■)が施される。高杯は、体部にC2型 (第 5図版 8、 第7図版24、 25)、 王

字文 (第 7図版11)が展開する。脚部には波状文 (第 9図版 1)、 垂下文が単独あるいは重層 して (第 5図版9)施 さ

れる。壺にも変形工字文 C2型が飾 られる (第 8図版 1)。 この時期の蓋は 2点確認されており、 いずれ も体部が

直線的にひろがり、 LR縄文が施されている (第 7図版10、 第 8図版13)。

第 2号竪穴住居跡から主体的に出土 した弥生Ⅱb期 の土器には、甕・深鉢・ 鉢・ 高杯・ 壺がみられ る。変形工

字文 C2型が施され (第 5図版 7、 8)、 横走縄文が多用されている。第 5図版19(第 4号土器埋設土壊出土)は、 L

R横走縄文の施された甕で、内面に炭化物の付着がみられる。第11図版 3(第 5号土器埋設土壊出土)は、高杯 の

22
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脚部で、磨消縄文による垂下文が施され、器面全体に朱が塗布される。第 1号配石遺構から出土 した土器 は、平

坦口縁で、日縁部がゆるやかに外彎する甕である。頸部に平行沈線 3条、体部には横走縄文が施される (第 6図版

1)。 弥生Ⅱb期 の器種構成と文様の特徴は、須藤が明 らかにした山王Ⅲ層式の内容と一致する (須藤 1983)。

弥生時代Ⅳ期以後の上器は、 F区 6b層、 G区第 2号溝跡、 K区 7、 8層か ら出上 している。弥生Ⅳ期の鉢に

は連弧文が施される (第 7図版22)。 第11図版 7に は焼成前の穿孔がみ られる。第11図 版 13の 鉢は底部に沈線文が

施されたもので、蓋の可能性 も考えられる。類例は、秋田県横長根A遺跡遺構外出土土器 (児玉 1984)に み られ

る。第 7図版Hよ、弥生Ⅳ～V期の壺で、半我竹管で弧線文が施され、 F区 と I区出土の破片が接合 している。

この土器型式は、境ノロA遺跡出土壷 (太田他 1982)と 共通する。第 6図版23は これと類似する壷で、半哉竹管

による波状文が施されている。                             (4｀ 山、石田、菅原)

b土 師 器

土師器はA、 C～ F区から出土 した。 とくに第 1号竪穴住居跡 とピット9で は器形 と製作手法の明確な一括資

料が出土 している (第 12図版4～ 12)。

第 1号竪穴住居跡出土上師器

カマ ド付近から3点の杯が出土 した。 2点の杯は器高が低 く底部は比較的平坦である (第12図版 4、 5)。 さらに

他の 1点 は比較的器高が高 く、底部がかるく丸みを帯びる (第 12図版 6)。 いずれも体部外面下位に段を有 し、 日

縁部は内彎気味にひろがる。第12図版 4は 口縁部端面内側に稜をもつ。 3点 とも体部上半の外面はヨコナデ、内

面は全面ヘラミガキ、黒色処理が施されている。この土器の器形 と調整は御駒堂遺跡出土土師器 K/1ヽ井川他 1982)

と類似 しており、その年代は 7世紀末から8世紀前半に属すると推定される。

ビット9出土土師器

ピット9か ら一括出土 した土師器は、杯 1点、椀 1点、甕 3点、台付甕 1点で構成される。杯 (第12図版 7)は

丸底で体部外面に段を有 し、ほぼ直立 した口縁部をもつ。外面調整は上部をヘラミガキ、下部はヘラケズ リの後

にヘラミガキが施されている。内面調整は全面ヘラミガキである。 内外面 ともに黒色処理が施 されている。椀

(第 12図版11)は 体部から回縁部にかけてゆるやかに内彎する器形である。外面調整は日縁部ではヨコナデの後に

ヘラミガキ、体部ではヘラケズリの後に上半にヘラミガキ、下半にハケメが施されている。内面調整は全面ヘラ

ミガキ、黒色処理が施されている。第12図版 9、 10は甕の口縁部である。 9は摩滅のため内外面の調整は不明で

ある。10は 日縁部内面に稜があり、内外面にヨコナデが施されている。第12図版12は頸部に段を有する長胴甕で

ある。日縁部は外反 し、内外面にヨコナデが施されている。体部は内外面ともに不調整で接合痕が明瞭である。

第12図版 8は台付甕の台部である。中央部でゆるやかに膨 らみ、裾部が外方に開 く。調整は外面にヘラケズ リの

後、裾部内外面にナデが施される。 この土器は御駒堂遺跡の第 2群土器 C/1ヽ井川他 1982)に 伴 う関東地方 の真間

式系土器に類似 しており、年代は7世紀末から8世紀前半に属すると考えられる。 (荻原 )

C 中 世 陶 器

中世の播鉢の日縁部破片がG区第 2号溝跡から出土 した (第12図版13)。 表面は赤褐色を呈 し、内外面を ヨヨナ

デ調整 している。胎土や色調などから在地系の窯の製品と考えられる。               (荻 原)



2)土 製 品

土製品は土偶 1点、土版 1点、耳飾 り3点、不明土製品が 2点、計 7点が出土 している。

a 土   偶 (第 10図 1)

K区遺物包含層確認面 (7、 8層上面)か ら左顔面を欠損 した中実の土偶頭部が出土 した。側頭部か ら頭頂 にか

けて結髪がブリッジ状に飾 られ、側頭部の結髪が垂髪 となっている。また、頭頂と結髪には朱が残 っており、両

耳には径 3 mmの 焼成前穿孔がみられる。山王囲遺跡か ら出土 した晩期V期の中空土偶 (伊東他 1985)1ま、頭部の

結髪がブリッジとなっている点、側頭部に垂髪がみられる点、朱が塗 られている点など今回の出土土偶 とよ く類

似している。これらの上偶と秋田県鐙田遺跡 (晩期V期終末～Ⅵ期)、 地蔵田B遺跡 (弥生 I期 )、 青木畑遺跡 (弥生Ⅱa

期)、 山王囲遺跡皿層出上の土偶とを比較すると、晩期か ら弥生時代初頭の時期的な変遷を捉えることができる。

b 土   版 (第 10図 3)

K区の攪乱坑から小判形と推定される土版が出土 した。上端に二個一対の焼成前穿孔がみられる。 その下 に径

2 mmほ どの刺突が並び、さらに細線が中軸線上に施され、その左右に横線 8～ 10条が認められる。

C 耳 飾 り (第 10図 4、 5、 6)

K区遺物包含層から出土 した。第10図 4・ 5は茸形、 6は椎骨形耳飾 りである。 5・ 6に は朱の残存がみとめ

られる。 これ らは、縄文時代晩期中頃から後半の東北地方で一般的な耳飾 りである。

d 不明上製品 (第 10図 2、 7)

外面に細い工字文が施された土製品 (第10図 2)が C区 ピット3か ら出土 した。裏面には接合痕がみ られ、大型

中空土偶破片の可能性がある。

半球状を呈する土製品 (第 10図 7)は K区 ピット191か ら出土 し、縄文時代晩期から弥生時代前期 に属する可能

性が高い。本体は大きく欠損 しており、文様などの装飾はみられず、全面を丁寧にナデで調整 している。 (鈴木)

3)石 器・ 石製品

E～ 」区の 6～ 10層、 K区の 7、 8層 の遺物包含層および遺構から出土 した石器、石製品の うち力日工の明確な

もの100点 について属性を抽出し検討を行った。

石   鏃 (第13図版1～ 25)

石鏃は33点出土 し、有茎鏃が30点、無茎鏃が 3点 (第 13図版19、 23、 24)み られる。左右対称で入念 な景1離が施

されたものが多い。有茎鏃の形態は多様で、長さ15mmか ら40mm前後、重量0.3gか ら2.4gと 幅がある。石材 は鉄

石英が多 く、他に頁岩、黒曜石などがみられる。18の 関部に着柄の痕跡である微量のピッチがみ られ る。使用の

際に生 じたと考えられる基部 。先端部の折れや衝撃景J離痕は、36点中14点に認められる。

石   錐 (第13図版26、 29)

明確なつまみをつくり出したもの (第13図版26、 29)が 3点、つまみのないものが 1点出土 している。景1片 の一

端を加工 して錐部を作 り出し、つまみにはわずかに二次加工が施されている。石材は頁岩 。凝灰岩 。鉄石英であ

る。29の 先端はかるく摩滅 している。
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石   匙 (第 13図版27)

この石匙は頁岩製で、わずかな加工が施されているが明確ではない。縁辺には微小景1離痕が観察 され、刃部 と

して用いられたと推定される。つまみを作 り出すために27b面右側縁に樋状の象1離が加えられている。

楕円形両面加工石器 (第 13図版28)

この石器は頁岩製で、比較的厚い最1片 を素材 としている。先端部には微小景」離あるいは調整痕がみ られ、刃部

が形成されたと考えられる。

石   刀 (第 13図版30、 第14図版31)

第13図版30は粘板岩製で、両端を破損 している。敲打後研磨によって一側縁は鋭角に刃部が作 り出され、他の

側縁は丸 く整形されている。刃部には整形の際の敲打痕が集中している。第14図版31も 粘板岩製で、両端を破損

している。整形の際の敲打痕をほとんど残さず、丁寧に研磨され両側面は平坦に作 り出されている。

独 鈷 石 (第 14図版32)

粘板岩製で、両端を破損 している。中央の隆帯は丸みを帯び、周辺に整形の際の敲打痕と擦痕が観察される。

磨 製 石 斧 (第 14図版33～ 35)

第14図版33は蛇紋岩製の小型石斧である。刃部には摩滅や刃こばれがみられ、刃部に垂直方向の明瞭な擦痕が

観察され使用痕と考えられる。34は凝灰質砂質頁岩製で、刃部を欠損 している。破損面には敲打痕が集中 してお

り、敲石に転用されたと考えられる。35は砂質凝灰岩製の蛤刃石斧とみられる。刃部には刃 こばれが観察される。

34、 35と もに整形時の敲打痕を多 く残 している。

打 製 石 斧 (第14図版36、 第15図版37)

第14図版86は頁岩製で、片面加工である。第15図版37はやや小型で撥形を呈 し、石英安山岩製である。刃部に

はわずかに摩滅がみられる。

円盤状石製品 (第 15図版38、 39)

第15図版38は砂質頁岩製である。周縁は両面か ら景1離 され、刃部は刃角70° 前後に作 り出される。縁辺には不

明瞭な敲打痕がある。39は石英安山岩製である。周縁は両面から加工されてお り、部分的に90° を超す景1離がな

されている。

石   錘 (第15図版40)

石英安山岩製で短軸方向に対称に景1離 による扶 りを有する。

磨   石 (第15図版41)

ひろい磨面が認められる石器を磨石と分類 した。

41は石英安山岩を素材とし、台形に近い形態で、 C面に磨面が認められる。他に a面 にもe面 より弱い磨面が

確認できる。この磨石は a、 c、 d、 e面に敲打痕が確認され、特に a、 c、 e面に、局部的に敲打が集中する

(第■図 :敲打痕)。 d面の敲打痕は頂部にほぼ円形の平坦面を形成 している点で、 a、 c、 e面 と異なる。

敲   石 (第15図版43)

礫の先端部などに敲打を残すものや、凹石とは異なり、敲打の位置が一定 しないものを敲石と分類 した。 この

敲石は石英安山岩を素材とする。長楕円形の礫の両端に敲打痕が顕者である。



凹   石 (第 15図版42、 44、 45、 第16図版46～ 49)

礫の中央部に集中して敲打が加えられたものを凹石と分類した。第15図版42

は長楕円形を呈する。 a、 c面には 2カ 所ずつ敲打痕の集中が認められる。そ

れぞれの凹みのひろがりと深さの程度は異なる。第15図版44は、ほぼ円形であ

り、 a、 c、 d面に凹みが認められる。さらにa面には磨面が形成され、不明

瞭であるが線条痕が観察される。 C面には敲打痕の集中と、横断面がV字状の

細長い凹みが複合している。第15図版45、 第16図版46、 47は、楕円形であり、

両面に敲打痕の集中が認められる。第16図版48、 49は大型品であり、凹みは石

器の中央部付近に認められる。自然礫を用い、整形のための調整は施されてい

ない。図示された凹石はすべて石英安山岩製である。

石   皿 (第 16図版50、 第17図版52)

比較的大型の礫を素材とし、ひろい磨面をもつものを石皿と分類 した。第16

図版50は比較的緻密な安山岩を素材としている。長楕円形の自然礫の平坦面を

磨面としている。一部に長軸に平行する線条痕が認められる。裏面は中央部に

一カ所発達の弱い敲打痕が認められる。第17図版52は多孔質の石英安山岩質凝

第 4章 発掘調査の成果

第11図 敲打痕

(径 2～ 5111111の 敲打痕が集中する)

Pecked mark

灰岩を素材とし、ほば円形に加工されている。磨面には不明瞭であるが線条痕がみられる。約 3分のとが破損し、

一部が火を受けて赤褐色に変色している。

線 刻 礫 (第16図版51)

扁平な石英安山岩を素材としている。線刻は表裏に施されており、横方向に数本単位で幅0.1～ 0.2mmの細い線

刻が施された後、縦方向に幅03～0.5mmの線刻がなされる。

石   核 (第 17図版53～ 57)

第17図版53は珪化凝灰岩で、主要作業面はa面である。打面を固定して数回の剰離を行っている。 54、 56は鉄

石英が素材である。54は 自然面を多く残 している。56は比較的良質の鉄石英を素材とし、同一面から数回の祭1離

がなされ、打面転移が頻繁に行われている。57は、周縁から最1離が行われ、円形を呈している。 さらにその作業

面を打面とし、最1離を行っている。石材はいずれも今回の調査で出土 した景J片石器と共通しており、遺跡内でそ

れらが製作されたことを示唆している。 (玉橋、高橋、池谷)
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本年度の調査は、山王囲遺跡の立地する広々とした自然堤防上に縄文時代の集落がどのように営まれていたの

か、遺跡の構造を明らかにすることが主要な調査目的であった。 ことに縄文時代の人々の生活域、居住域がどの

ようにひろがっていたのか、居住域を構成する竪穴住居はどのような構造と規模をもっていたのか、膨大な遺物

を出土する包含層がどのようにひろがるのか、さらに、死者を葬る墓域がどこに営まれたのか、 その墓域はどの

ような構造をもつのかといった点を明らかにし、晩期集落の構造と規模を把握することにつとめた。 また、集落

を取 り囲む泥炭層の範囲と、それを保護 している地下水の状況についても発掘調査によって可能なかぎり情報を

確保することを目指 した。そのため、東西長200m、 幅150mを 超す自然堤防上に1550雷に達する調査区を設定 し、

遺構と包含層の検出を進めた。

2カ 月間の調査で、晩期縄文時代の集落を構成する竪穴住居跡群、それを覆 う包含層のひろがりが確認された。

さらに、弥生時代の竪穴住居跡群、土器埋設土壊群、配石遺構、古墳時代の土器埋設土壊、古代の竪穴住居跡な

ど多数の遺構が明らかになった。

第一次調査の最 も重要な成果は、微高地のほぼ中央に設定 したK区で検出された多数の柱穴群である。 この遺

構群を検討 した結果、第 5、 6、 7号竪穴住居跡の 3棟 の住居跡の存在が明らかにされた。第 5号竪穴住居跡は、

5カ 所の柱穴が弧状に並び、直径 6m前後の円形に主柱穴のめぐる竪穴住居と推定された。 中央に焼 けた石皿 1

点と炉跡とみられる焼土のひろがりが認められた。第 6号竪穴住居跡は9カ 所の柱穴が環状にめぐり、径 6m程

の円形に主柱穴がめぐる竪穴住居の存在が推定された。

また、 K区の東北隅で、1958年 に調査された狩野文朔氏の発掘区と、住居跡の壁とみられる遺構が検出された。

この遺構を第 7号竪穴住居跡とした。 これらの住居以外に多数のピットが検出され、それを覆 う包含層か らは、

晩期中葉から後半の縄文土器、石器が出土 した。 このように、微高地のほぼ中央に晩期縄文集落が営まれていた

ことが確認された。 この居住域、生活域がどのようにひろがっているのか、また、集落がどのような推移をたど

ったのか、集落の構造とその変遷の解明が今後の課題である。

また、 K区 とD区から縄文時代の陥穴が 5基発見された。これらの遺構は、大規模な集落が営まれる以前にこ

の自然堤防が利用されていた状況を知る手掛かりとなった。

今回の重要な調査成果のひとつに、 F区における弥生時代の竪穴住居跡の発見がある。第 2、 3号竪穴住居跡

は、第 5～ 7号竪穴住居跡から約50m程北にあり、弥生時代になると、晩期縄文時代の居住域か らやや】ヒ西に移

動 し、自然堤防の微高地の北西縁辺で人々の生活がくりひろげられたことが明らかになった。

第 2号竪穴住居跡は、径約 6m、 不整円形で 4本柱、中央に地床炉 (Fl)1基をもつ。柱穴は 3カ 所 (Pl～

3)が確認されている。いずれも焼土を含んでおり、焼失後に柱を移 し、ほぼ同規模 (P4～ 6)で建て替えてい

る。さらに、後に規模を拡大 して径 9m程の不整楕円形の大型住居に建て替えている。 この第 3号竪穴住居跡 は

6本柱で 5カ 所の柱穴 (P7～■)が確認されている。炉跡 1基 (F2)、 壁溝が 1な いし2条 めぐる。 この大型住

居跡 も改修 1回が認められる。第 2、 3号竪穴住居跡の床面から弥生時代前期後半の山王Ⅲ層式土器が出土 して
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第 5章 結

おり、住居が営まれた時期は前期後半である。 この住居の下層に第 4号竪穴住居跡が検出されている。地床炉 1

基と2カ 所の柱穴が検出され、壁の立ち上がりが確認されている。 この柱穴か ら晩期終末から弥生時代 I期の土

器が出上 している。今後、 このF・ H区付近において晩期終末か ら弥生時代前期の竪穴住居跡が他にも検出され

ると予想される。また、弥生時代住居域の西側のG区では、土器埋設土壊 4基、配石遺構 1基が発見されている。

いずれも山王Ⅲ層式上器が出上 している。弥生時代の墓域がこの地域にひろがっている可能性が高い。

第 3の成果として、泥炭層が自然堤防の北西に広範囲にひろがっていることが確認された。泥炭層の最上層で

山王Ⅲ層式の土器片が検出されており、弥生時代の動植物遺存体が包含されている可能性が高 く、今後の精査が

必要である。

昭和40年度の調査区から、今回の調査区まで150m程 の距離があり、縄文時代、弥生時代の生活域は、東西約150

m、 南北80mに および、さらに、弥生時代の墓域の存在 も認められ、大規模な集落であったことが明 らかにな っ

た。今回確認された弥生土器は、前期から中期中葉、後半、そして後期におよび、集落が晩期か ら弥生時代後期

まで長期にわたって存続 したことが明確になった。

さらに、微高地東南部のA・ B・ C区では古墳時代のピット9に 5点の上師器が一括で埋設され、注目された。

A区西南部では 7世紀後半か ら8世紀初頭の竪穴住居跡が 1棟検出され、この遺跡が縄文時代か ら古代 まで断続

的ではあるが、長期にわたって利用され続けた複合遺跡であることが明らかになった。

遺物では、縄文時代晩期Ⅳ期の大洞 C2式土器、晩期V期の大洞A式土器、Ⅵ期の土器 (大洞A式相当)が K区

で多数出土 している。また、弥生土器は、山王Ⅲ層式が豊富に出土するが、桝形囲式、岩出山町境 ノロA遺跡 出

土土器群と共通する中期後半の上器群、天王山式土器などが確認されている。また、石器や、土偶、土版 などの

土製品が多数共伴 した。 これらの資料によって縄文時代終末か ら弥生時代にかけての物質文化の変遷がよ く理解

できるようになった。 とくに土偶については、晩期終末から前期弥生時代の山王Ⅲ層式期への形態変遷が明 らか

となった。その変遷は、きわめて漸移的である。

このように多 くの貴重な成果が得 られた。①縄文時代晩期の居住域 と生活域が自然堤防のほぼ中央にあり、多

数の遺構が確認され、②微高地の北西側縁辺で弥生時代の竪穴住居群と墓域が隣接 して営まれ、③古墳時代、古

代の遺構が南東部で検出されており、各時代の複合遺跡であることが確認された。 とくに弥生時代については、

山王Ⅲ層式期の包含層が予想以上にひろく分布 し、また、中期中葉の桝形囲式、後半の土器群、後期の土器 も発

見され、きわめて長い期間、集落が存続 したことが明らかになった。 このような成果から、山王囲遺跡はこの地

域の基幹集落であったということがあらためて確認された。

今後の課題として、①縄文時代の住居域の範囲をより具体的に捉える。②縄文時代晩期の竪穴住居の構造を明

確にする。③縄文時代の墓域の位置を明らかにする。④弥生時代の集落構造、住居構造を明らかにする。⑤弥生

時代墓域構造を解明する、ことなどが必要である。とくに1965年調査の包含層と今年度調査区との間の未調査区

を中心に、確認調査を進める必要がある。さらに、泥炭層調査の予備的調査が必要といえる。

なお、本年度の I区調査で、泥炭層とそれを覆う灰白色シル トの洪水層、あるいは畦状の高まりが検出された

が、弥生水田とのかかわりでこの地区の精査が必要といえる。                   (須 藤)
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附章 山王囲遺跡における古環境変遷

パリノ・ サーヴェイ株式会社

は じ め に

本報告では、縄文時代晩期から弥生時代前期の古植生復元、本遺跡における稲作の消長および弥生時代前期末

葉から中期初頭の稲作の検証、弥生時代前期末葉に構築された竪穴住居跡の構築年代を確認することを目的とし

て、テフラ分析・・ C年代測定 。珪藻分析・花粉分析・植物珪酸体分析を行い、その結果に基づいて分析目的に対

する解析を行う。

第 1節 分 析 試 料

珪藻 。花粉・ 植物珪酸体の各分析では、前述 した分析目的を考慮 して、 K区 と I区から採取 した土壌を選択 し

た (第 12図 )。 また、 F区で確認された弥生時代前期末葉か ら中期初頭の竪穴住居跡から検出された炭化材のMC年

代測定を行 う。
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第 2節 分 析 方 法

各分析方法については、一迫町教育委員会が保管する「平成 7年度山王囲遺跡 自然科学分析報告」を参照さ

れたい。
HC年

代測定は学習院大学放射性炭素年代測定室に依頼 した。

第 3節 縄文時代晩期か ら弥生時代前期の古環境変遷

1)堆積環境について

K区の縄文時代晩期か ら弥生時代前期の砂質シル ト層 (試料番号 3)か らは陸生珪藻を主体として好流水性種 と

好止水性種を伴 う珪藻化石群集が認められた (第 13図 )。 このように好流水性種と好止水性種、水生珪藻 と陸生珪

藻など相反する生態性を示す種群が同一に産出する場合は混合群集 と考えられる。 この特徴として最 も重要な要

素は流水に対する適応性で相反する種群 (好流水性種と好止水性種)が認められることで、次に産出 した分類群の

数が多いことやそれぞれの種の産出率がいずれも高 くないこと等が挙げられる。本試料の場合、陸生珪藻が特徴

的に認められることか ら、基本的には乾いた場所であったと思われるが、周囲から氾濫などによる流れ込みの影

響を少なからず受けているものと考えられる。

I区第 1地点では各層によって珪藻化石群集の組成が異なっていることから、各層位毎に群集の特徴 と推定 さ

れる水域環境を述べる (第 13図)。 最下位の礫混 じり黒褐色粘土質 シル ト層では陸生珪藻が多産 し、 その占める割

合は全体の68%であり、乾いた場所を指標とするA群に属する種群が90%以上を占めている。 したがって、本層

の堆積時は乾いた裸地のような環境であり、水の影響を受けにくかったと推定される。試料番号 8と 試料番号 5

からは珪藻化石の産出率が低いが、産出した種をみると陸生珪藻が卓越することから、乾いた環境であった可能

性がある。試料番号 とは好流水性種と好止水性種が共にある程度の産出率を示 し、個々の種の産出率が全体にば

らついていることか ら典型的な混合群集とみられる。ただし、本試料の場合、好止水性種および陸生産藻など比

較的静穏な環境下に生育する種群が多い。 したがって、本層堆積時は乾いた場所 も多 く存在する湿地か ら沼沢地

のような環境であったと思われるが、河川等からの水の流れ込みの影響 も大きいものと推定される。上位の 4層

はテフラ分析の結果、A.D.915年 に十和田カルデラより噴出したTo aを小 ブロック状に含むことか ら、 A.D915

年以降の堆積層と考えられる。この層位の特徴は好止水性種および好塩性種が卓越する点である。 したが って、

本層準堆積時は沼沢地か ら湿地のような環境であったが、水の出入 りが少ない停滞水域であり、水中の塩類濃度

が高 くなる状況であった可能性が高い。本地点の弥生時代前期末葉か ら中期初頭の水田層とされる褐灰色粘土層

からは珪藻化石の産出率が低 く、種毎の産出率もばらつ くが、ほとんどは流水不定性種、好止水性種および陸生

珪藻からなる。

以上のことから、本地点は基本的に湿地のような環境であったと推定されるが、乾いた場所 も多 く存在するよ

うな場所であった可能性がある。なお、産出率が低いのは一般的には堆積時に好気的環境下であったために、殻

の分解が促進されたためと考えられている。

第 3地点の畝を形成する土壌では、産出した種の生態性別にみた種構成と個々の種の産出率が全体にば らつい

ている (第 13図 )。 このような種群の特徴 も典型的な混合群集である。本地点の場合、陸生珪藻に加えて好止水性
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の種がやや卓越することから、

好気的な部分の多い湿地～沼沢

地のような環境であったと考え

られるが、周囲から水の流れ込

みの影響 も大きい場所であった

と推定される。

第 4地点の試料は水田に伴 う

水路と推測されている遺構の埋

積物であるが、好流水性種が多

産することが特徴である (第 13

図)。 流水性種を除けば他の種

群は流水不定性種を主として陸

生珪藻等 も含むやや混合型の群

集といえる。多産 した好流水性

荘gは  ノ4cんれα疵ん9s どαttc9ο どαια

と MerjO,ο れθ力で,捻 9 1/α r.cοれs

ιれcと ,用 等の中～下流性河川指

標種群 (安藤 1990)に 属する種

群である。中～下流性河川指標

表 1 花粉分析結果

モミ属

ツガ属

トウヒ属

マツ属

スギ属

クマシデ属―アサダ属

カバノキ属
ハンノキ属

ブナ属

コナラ属 コナラ亜属

コナラ属アカガシ亜属

シナノキ属

地点

試料番号 3

区
陣

３

K区
8    10

４

Ю

６

７

２

２

一

一

５

２

一

１

一ツツジ科

草本花粉

イネ科

カヤツ リグサ科

サナエタデ節 一ウナギツカ ミ飾 ―

1

3

6

9

2

1

2

2

2

1

1

ナデンコ科

オナモ ミ属

タンポポ亜科

不明花粉

不明花粉
シダ類胞子

ング類胞子 51   173   61    16    1    25   26

合 計

木本花粉

草本花粉

不明花粉

シダ類胞子

総計 (不明をのぞく)

２

４

０

２６

‐８

４

５

２５

‐ ５

３

２

６．

７９

１ ０

９

５

５ ‐

10

12

3

173

195

39

0

8

16

55 47   32

種群とは、すなわち河川沿いに

河成段丘、扇状地、自然堤防、後背湿地などの地形が見 られる部分に集中して出現 し、他の地域には出現 しなか

ったり、出現 しても主要でないことから、この地域の環境を指標する可能性が大きい種群とされる (安藤 1990)。

これらのことから遺構埋積物は流水の影響によって堆積 した可能性が高い。

2)古 植生について

縄文時代晩期から弥生時代前期の試料では花粉化石がほとんど検出されなかったため、この時期の古植生に関

する資料を得ることはできなかった (第 1表 )。 そこで I区第 1地点の弥生時代前期末から中期初頭の水田層と推

測されている層位からTo―a降灰層位で得られた花粉化石の種類について、本遺跡周辺地域の潜在自然植生との比

較・検討を行う。

潜在自然植生では低地部はオニスゲーハンノキ群集のような湿地林の分布域である (宮脇他 1987)。 また、平野

から標高300m内外の丘陵地帯は、暖温帯性の落葉広葉樹と冷温帯性の落葉広葉樹の推移帯にあたり、いわゆる

中間温帯林としてのモミ・ イヌブナ群集ほかが分布する。さらに上流の山地帯では、ブナに代表される冷温帯性

落葉広葉樹林が分布する。今回検出された花粉化石の多くは、中間温帯林または冷温帯性落葉広葉樹林の構成要

素であり、丘陵地帯から山地帯の潜在自然植生と調和的である。本遺跡は河川沿いに発達した谷状の沖積低地で

あるため、得られた花粉化石は後背地の植生を反映しているものと思われる。一方、現存自然植生調査の結果

34

I区

第 1地′点
5     8    10
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(宮脇、奥田 1987)で は、遺跡の立地する低地部は開発が進んで、ウリカワーコナギ群集やサジオモダカ群集 と

いった水田雑草群落に変化 しており、ハンノキ林は山野との縁辺部にわずかに残 るのみである。辻 ら (1983)は

千葉県の村田川流域における研究で、イネ出現開始とほぼ同時か多少遅れてハンノキ属の花粉が急減する傾向に

ついて、低湿地利用のための人間による湿地林の破壊を示唆するとしている。

今回は統計的に扱えるだけの花粉化石が得 られなかったため、出現率の変化から本遺跡周辺の森林植生変遷を

捉えることはできなかった。今後の低地部の調査において、花粉化石の保存の良好な試料が得 られれば、本遺跡

周辺地域の人間活動とそれによる植生変化について明 らかにすることができると期待される。一方、本遺跡周辺

のイネ科植生については、縄文時代晩期および弥生時代前期よりTo a降灰層位までイネ属の産状を除いて大 きな

組成の違いは認められず、タケ亜科やウンクサ族・ ヨン属などのイネ科植物が生育 していたのであろう。 しかし、

堆積物が氾濫堆積物と考えられることから、これら植物珪酸体は二次的に混入 した可能性がある。

第 4節 稲作の消長について

K区の縄文時代晩期から弥生時代前期の遺物包含層中からは僅かながらイネ属の植物珪酸体が検出された (第

14図 )。 また、 I区第 1地点のTo aを 含む層位からはイネ属が高率に検出される。さらに弥生時代前期末から中期

前半の水田層と推測されている粘土層や畝を形成する土壌中からも僅かに検出される (第14図 )。

珪藻化石の産状から、 K区の縄文時代晩期から弥生時代前期の遺物包含層は氾濫堆積物と判断され、縄文時代

晩期から弥生時代前期の層位に含まれるイネ属は他の場所から二次的に混入 した可能性があり、本地点で当時稲

作が行われていたと判断することは難 しい。

I区第 1地点ではTo aを 挟む灰褐色砂質シル トでイネ属が多産 した。とくに機動細胞珪酸体の出現率は60%を

越え、現在の水田耕土 (イ ナワラ堆肥を500kg/10a/年 の割合で8年間連用)の表層ではイネ属機動細胞珪酸体の出

現率が16%を示す調査例 (近藤 1988)と 比較 しても著 しく高い。本層は珪藻化石の産状から停滞水域と推測され、

氾濫などによる覆乱の影響は考えにくい。この堆積環境を考慮すれば、本層堆積時には本遺跡周辺で稲作が行わ

れていた可能性がある。ただし、本層の上位では近・現代に水田耕作が行われ、上位からの落ち込みが考え られ

ることや発掘調査により水田遺構を示唆する畦畔などが確認されていない。そのため、今後の発掘調査所見を考

慮 して改めて検討 しなければならない。

弥生時代前期末から中期初頭の水田跡ではないかと推測される I区第 2地点・ 第 3地点でもイネ属の植物珪酸

体は検出される (第14図 )。 しかし、その出現率はきわめて少ないために、 この地点で稲作が行われていた可能性

は少ない。また、水田層とされる第 2地点では珪藻化石の産状が悪いために、堆積環境を推定することは難 しい

が、畝部の第 3地点の珪藻化石の産状より周囲からの流れ込みが考えられるため、検出されたイネ属は異地性の

ものなのかもしれない。 この点については、さらに水田層を対象にして面的な分析調査を行って検証を続けたい。

第 5節 第 3号竪穴住居跡のμC年代測定結果について

測定結果は1,560± 120y B.P(A D 390)(Gak 19073)で あり、第 3号竪穴住居構築時期 とされる弥生時代前期

末から中期初頭としては、やや新 しい年代を示す。
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第14図  K区・ I区 (第 1地点～第 4地点)植物珪酸体組成

出現率は、イネ科葉部短細胞珪酸体、イネ科葉身機動細胞珪酸体の総数を基数として百分率で算出した。なお、 ●。

は1%未満の種類、十はイネ科葉部短細胞珪酸体で200個未満、イネ科葉身機動細胞で100個未満の試料で検出された

種類を示す。
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第 6節 総    括

分析調査課題のひとつである縄文時代晩期頃の古植生復元については、花粉化石の保存状態が悪いために、今

回は詳細に検討することができなかった。ただし、試料中にわずかながら保存される花粉化石の種類と東北地方

の潜在自然植生から本遺跡周辺地域の古植生の概略は捉えることはできた。花粉化石の保存状態が悪い原因は、

今回の調査区が河岸段丘上に立地 し、好気的環境下で堆積 したために花粉化石が保存されにくかったと考えられ

る。今後当該期の古植生を検討・復元するためには、花粉化石が比較的良好に保存される低地堆積物 (泥炭層など)

が有効であり、低地の調査が実施された際に堆積物を採取 して分析調査を試みたいと考えている。

弥生時代前期末から中期初頭の稲作については、堆積物中にイネ属が検出されるものの、周囲からの混入の可

能性があり、調査区内で稲作が行われていたと考えることは難しい。なお、今回はトレンチ調査による限 られた

範囲での結果である。今後の発掘調査で広い範囲で面的に遺構の検出状態を明らかにした上で同様の分析調査を

応用 し、改めて稲作について考えていきたい。また、To a降灰層位からはイネ属が高率に検出されたが、発掘調

査では畦畔などが検出されていない。この点は層相の検討結果を考慮 して評価する必要があり、今後の課題であ

る。
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付表 1 山王囲遺跡出土土器観察表 (1)

Attribute list of pottery frOm the Sanno― gakoi site(1)

個体 No 出土地点 遺   構 層 位 時   期 器 種 回縁部の特徴 主要文様の特徴 縄文・ 器面調整の特徴 備  考 図版 llo 写 真 No

1 C― AX74 ピット3 理  土 弥 Ⅱa期 一璽 平坦□縁 '軽ず れ な♂ 沈線文・ LR斜行縄文・ ミガキ 1 9_1_1

2 C― AX74 ピット3 埋 ± 1 弥Ⅱa期 鉢 鵡鼻索・突起 甕旨膨隅 c日
唇部に沈緑 ナデ・沈線文,(内)ナ デ 2 9_1_2

3 C― AX74 ピット3 埋  土 弥 I期 鉢 Ш 変形工字文A ナデ・沈繰文 (内 )ナ デ 3 9_1_3

C― AX74 ピット3 埋  土 晩Vc期 星^ 平坦□縁 蓮霊環ぐ秀キ 9_1_4

5 C― BD75 ピット8 埋  土 晩Ⅵ期 深 鉢 ? 甲非望守失起
7瓦

報又
齋 登 5 9_1_5

6 C_BD75 ピット8 埋  土 晩 V期 鉢 平坦口縁 7中ぜ券 ナデ・沈線文,(内)ナ デ 4_6 9_1_6

C_BD75 ピット8 埋  土 晩Vc期 士軍 コ 匹字又,Ⅱ  縄文 ∴丹播普Rη▼マ
ミガキ 4-7 9_1_8

C_BD75 ピット9 埋 ± 3 晩 V期 士霊 平坦□縁 争ぐ秀キ 8 9_1_7

9 C_BD75 ピット9 埋 ± 3 晩Va期 甕 平坦 口縁 1底鎌誉壺ヽ塗玩''P4牌
RXl 炭化物 9 9_1_9

C_BD74 ピ ット12 埋 ± 4 弥 ■期 鉢 紆砂遡纂苓
HL 騨文,日唇部に充線 滸ぶ次み肇線・ミ

ガキ 4_10 9_2_1

C_AY74 第 4号溝跡 埋  土 晩Ⅵ期 鉢 平坦□縁 沈線・ミガキ (内)ミ ガキ 4_11

D_AヽV71 ピント14 埋 ± 1 晩Ⅵ期 高  杯 平lB回縁 (内 )・ぐ努今
・

12 9_2_2

13 D―AW71 ピ ッ 4 埋  土 晩Ⅵ期 昆^ 山形突起 哭外 (
A・で琴迷・ 26に 接合 9_2_3

D_AW71 ピ ッ 4 埋 ± 1 晩VI期 鉢 平IB口縁 4 祭務下二孝: み示
・
で雰挙

・ミガキ 9_2-9

15 D_AヽV71 ピ ッ 埋  土 晩Ⅵ期 深  鉢 平IB口縁 不明 みる
°
で努委

・ 15 9_2_4

16 D― AW71 ピ ッ 埋  土 晩Ⅵ期 浅  鉢 Ⅱ 変形工宇文A ミ
°
で琴番・ 9_2_5

17 D―AW71 ピ ッ 4 埋  土 晩期 鉢 Ш 平行沈線文 ナデ・沈線文,(内)ナ デ 17 9_2_6

D_AW71 ピット14 埋  土 晩期 奇鉱0 平坦口縁 I・ Ⅱ平行沈線文 ナデ・沈線文 (内 )ナ デ 4_18 9_?-7

D― AW71 ピ ット14 埋  土 晩Vb期 深  鉢 小波状口縁 岳 筆碁掛ね写!籍支 LR斜行縄文・沈線女 9_2_8

D_AW71 ピ ン 埋  土 晩V期 士堕 平坦口縁 .市
lJ絵

雙☆ナデ)
ナデ・沈線文 (内 )ナ デ 9_2■ 1

D― AW71 ピ ッ 埋 土 」 晩期 広 口壷 小渡状口縁 砦挙 ナデ・LR縄文,(内)ナ テ 9_9■ 0

D_AW72 ピ ッ 埋 ± 1 弥 ■期 高  杯 平坦□縁 V 波状文 ? 沈線文・ ミガキ1(内)ナ デ 4_2つ 9_2■ 3

D_AW72 卜42 埋 土 ワ 晩Ⅵ期 深  鉢 平坦口縁 キ 疑ア準逃STキ ) ぶ卒ζ電博ご矛ニ
ガ 4_23 9_9■ 2

D_AW72 ピ ッ 埋± 2 晩V期～弥 I期 広 口霊 I・ Ⅱ・IIl 無文 (ケ ズリ) ケズリ (内 )ナ デ 9_彦 ■6

D― A郡「72 ピ 埋 ± 1 晩Ⅵ期 鎌 平坦□縁 *彰甲墜拳 4涙 9_2■ 4

D― AW72 ピ ッ 卜42 埋 土 つ 晩Ⅵ期 高  杯 帝帝砂翠縫苓起
`ヾ

誉学∀掃科
1承
彰争字↓ 考Sζ券_ォ類マ 4-26 9_9■ 5

D― AW72 埋 ± 2 晩Va期 甕 小波状口縁 1・ Li´疑添ン(ミ ガキ ぶぴ 文・ 10■ -1

D―AZ72 第 4号溝跡 埋  土 弥 I期 鉢 平坦日縁 I 平行沈線文 10■ _3

D―AZ72 第 号溝跡 埋  土 弥 ? 深  鎌 Ⅱ 条線 (タ テ) 条線 , (内 ) 10_1_4

D―AZ72 第 号庸跡 埋  土 晩 V期 一霊 Ⅱ 縄文 LR斜行縄文,(内)ナ デ 10_1 2

D_AZ72 第 号溝跡 埋  土 晩V～Ⅵ期 平lB□縁 益写砕ぐ掛■、 沈線又・ ミガキ 10-1-9

D_AZ72 第 号溝跡 埋  土 晩 V期 V 匹字文 齋ヌ曽二てみキ 10■ ■0

D_AZ72 第 4号溝跡 埋  土 晩Ⅵ期 深  鉢 小波状口縁 I・ Ⅱ 無文 (ナ デ) ナデ (内 )ナ テ 101 5

D_AZ72 第 号溝跡 埋  土 晩Ⅳ期 深  鉢 山形波状□縁 挫季 LR縄文・ ミガキ,(内 )ナ デ 101 7

D― AZ72 第 号溝跡 埋  土 晩Ⅳ期 不  明 山形突起 A層謡行寄鍵文 沈線文・ナデ,(内)ナ デ 101_6

D― AZ72 第 号溝跡 埋  土 不  明 甕 Ⅱ 平行沈線文十縄文 て牙ずヤ癬″叩 線ズ・ 補修孔 2 10■ -8

37 E― BA60 ビット37 埋 ± 1 不  明 浅  鉢 Ⅱ 平行沈線文 ナデ・沈練文 (内)ナ デ 3 1_11

F― BF57 第 号竪穴住居跡 覆  土 弥 Ⅱb期 深  鉢 Ⅱ 縄文 +沈線文 5-4 0_1 12

F― BG57 第 号竪穴住居跡 覆  土 弥 Ⅱb期 深  鉢 平坦□縁 I・ Ш 縄文 LR機走縄文,(内 )ミ ガキ 5_5 1■ 3

F― BG57 第 号竪穴住居跡 床  直 弥中～後期 深 鉢 ? 平坦□縁 I 無文 (ナ デ),Ⅱ 縄文 ? ナデ・縄文 ?,(内 )ナ デ 5-6 0_1 14

F― BG57 第 号竪穴住居跡 覆  土 弥 Hb期 鉢 平坦□縁 睾揚子字支C2 ナデ・沈線文 (内 )ナ デ 5-7 0_1

F_BG58 第 号竪穴住居跡 覆 ± 1 弥 Ⅱb期 高  杯 平坦口縁 士 姦穆壬字文C2縄文 1孵 學

・ 5-8 2_1

F_BG57 第 号竪穴住居跡
号
丙 弥 Ⅱb期 高  杯 V 波状文十垂下文 ?+縄文 陵走縄文・沈線文・ ミガキ 5_9 2_2

F― BG57 第 号竪穴住居跡 覆 ± 1 弥 Ⅱb期 一望 聯
・突起 寺 幹鶴番+亀ざ文(ナデ) 5-10 0_2_3

F― BG57 第 号竪穴住居跡 覆 ± 1 晩Ⅶ期～弥 Ⅱ期 甕 平坦回縁 ∴・亀び文(ナ テ RL斜行縄文,(内 )ナ デ 5_11 2_4

F―A257 ピット46 埋  土 弥 I期 高  杯 能 協 紳 I 無文 (ミ ガキ) 沈練文・ ミガキ,(内 )ミ ガ■ 5_12 2_5

F― BD59 ビット47 埋  土 弥 Ⅱb期 高  杯 平坦回縁 I 平行沈線文 沈線文・ナデ.(内)ナ デ 朱 2_ 7

F― AZ57 ビット155 埋  土 晩 V期 深  鉢 小波状口縁 I 平行沈線文 んミ・

“

響又・LR縄文 5_14 2_9

F 第 4号溝跡 埋  土 弥 Ⅱa期 鉢 Ⅲ 変形工字文Ci 沈線文・ナデ,(内)ナ デ 5-15 2_6

F 第 4号溝跡 埋  土 晩 V期 士更 山形突起 竪舜卦えτ 沈線文・ナデ (内 ) 5-16 2-8

H_BE56 ピット15つ 埋 ± 2 晩VI期～弥Ⅱa期 深  鉢 評警露
・宍遵 逃g】漂メ LR斜行縄文,(内)ナ デ 5-17 2■ 1

52 H_BE56 ビット152 埋  土 晩V期 一望 工 平行沈線文十刺突列 沈線文・烈I突 ,(内)ナ デ 5-18

G― BD52 第 号土器埋設土壊 埋  土 弥 Ⅱb期 甕 巨 ミガ■,Ⅱ 縄文 (内 )ミ ガ■・ケズリ・ナデ 炭化物 5_19 1_1

G― BB52 ピット162 埋  土 晩Ⅵ期～弥 I期 浅  鉢 平lB口縁 キ撃町 Y 半行 沈線又 十変形 齋4事
=ぎ

オキ 5_20 1_2

G 第 号配石遺構 9 弥 Ⅱb期 甕 平垣□縁 と▼熙又(ミ ガキ,十 半0寛 沈線文・ ミガ■ (内 )ナ デ 5-21 1-3

G― BH52 第 号配石遺構 9 弥 Ⅱb期 甕 平IB□縁 I ミガキ十平行沈線又 メぶニテ
it':」 と,:誉 取唯 炭化物 6-1

G― BB51 第 号溝跡 埋  土 弥 Ⅱ期 一望 平IB□縁 4。 聰饗文 (ナ デ) LR縄文,(内)ナ テ 6_2 2_2

K_AS51 ピット156 埋  土 晩終末 ? 一堕 小波状□縁 I 無文 (ナ デ),Ⅱ  縄文 LR横走縄文・ナデ,(内 )ナ デ 6-3 2_3

K― AS51 ピット156 埋  土 晩Ⅳ期 奇類笹 平坦□縁 と 平行沈線 文′□唇 罰
`に

票1 6-4 2_4

K_AS58 ビット187 埋  土 弥Ⅳ期 小 型 鉢 平tB□縁 懸琵♯基豊車券線支 碧ζてガキ 6-5 1_3



表付

付表 1 山王囲遺跡出土土器観察表 (2)

Attribute list of pottery from the SannO― gakoi site(2)

個体 Nα 出土地点 遺 構 層 位 時   期 器種 口縁部の特徴 主要文様 の特徴 縄文・ 器面調整の特徴 備  考 図版 No 写 真 No

61 K‐AS58 埋  土 弥 工b期 甕 平IB口 縁 蕪文 (ナ デ)皿 縄文 ∴母硝雪害子イテ
炭化物 6_6 t2_1_1

K_AS58 ピット 埋  土 弥 Ⅱ期 ▼坦回縁 [ 平行洗線文 回S部に沈線 沈練文・ナデ,(内)ナ テ 朱 6-7 と2_2_4

K―AR53 ピット189 埋  土 不  明 平坦口縁 Ц・Ш 無文 (ナ デ) ナテ (内 )ナ デ 6-3 12_1_2

K_AS52 埋  土 晩 V期 深  鉢 わ鴇」儲機 、 Ⅱ・Ⅲ 無文 (ナ デ) ナデ,(内 )ミ ガキ 6_9 12■ _5

K― AS53 fッ ト 埋  土 不  明 深  鉢 小波状口縁 と・Ш 無文 (ナ デ) ナデ (内 )チ デ 6-10 6

K― AR52 ビット196 埋  土 晩Ⅳ～ V期 砦η秩 、 皿 工字又 沈線文,(内)不明 6■ 1 19_1_7

K_AR54 ビット198 埋  土 晩 V期 ～弥 Ⅱ期 深  鉢 小波状□縁 群落さナテ, ナデ,(内 ) 6■ 2 12_1_8

K―AR55 ピット200 埋  土 晩 V期 鉢 平坦回縁・亥‖み 琴為 Ⅱ駕響秀十半待 沈線文,(内)ナ デ 6-13 12_1_9

K_AS56 ピット202 埋  土 晩Ⅵ期～弥 I期 浅  鉢 山形突起 警るヂ唇剖∫にを 沈線文,(内)不明 6-14 12110

K_AS56 ピット204 埋  土 晩 V～Ⅵ期 深  鉢 平坦□縁 I・ Ⅱ・Ⅱ 縄文 LR斜行縄文 (内 )ナ テ 6-15 12_2_2

71 K― AR57 ピット205 埋  土 晩Ⅵ期～弥 I期 高  杯 平坦曰縁 外盛程 沈線文・ ミガキ,(内)ミ ガキ 6-16 12_2_3

K― AS56 ピット206 埋  土 晩Ⅳ期 甕 受揖異経;突
起 靴(浮

3ご
り'日唇部 韓さPX・ 6-17 12_2_1

73 K― AS58 ピント
'14

埋  土 晩Ⅳ期 甕 平坦回縁 称(流 LR縄文・ミガキ,(内)ナ デ 6-18 12_2_5

K― AS59 ピット216 埋  土 不  明 鉢 平坦回縁・刻み I 平行沈線文 沈線文・ナデ,(内)ナ デ 炭化物.朱 6_19 12_2_4

包含層 ? 晩 Vb期 鉢 山形波状縁 ]軍砂に充線 6-20 12_2_6

E― BF61 包含層 晩Ⅵ期～弥 I期 一蜜 Ⅲ 変形工字Cl 暇e写擦文・沈繰文 6_21 12-2_7

包含層 9 晩期後葉 鉢 平坦□縁 I・ Ⅲ 匹字文 沈線文・ナデ (内 )ナ デ 朱 6-22 12-2_8

F 包含層 弥 V期 士電 Ⅲ攀孵0裂解 R嘲行縄文・沈線文・刻み 6-23 12_210

FI 包含層 弥Ⅳ～V期 士更 Ⅱ 弧線文 (半 裁竹管 ) LR斜行縄文・沈繰文 7-1 12-2-9

F― BG57 包含層 9 弥 Ⅱ期 高  杯 V 沈線文 糟 丁勢
ス 朱 7_2 12 2 11

F_BE58 包含層 弥 I期 高  杯 Ⅲ 工字文 ナデ・沈線文,(内)ナ デ 7-3 12_2_12

F―BD58 包含層 6b 弥 I期 高  杯 Ⅳ 平行沈線文 沈線文・ナデ (内 )ヨ ヨミガキ 7_4 13_1-2

F_BG58 包含層 晩 V期 鉢 Ш 工字文 沈線文.(内)不明瞭 7_5 13-1-1

H 包含層 8～ 9 弥 Ⅱ期 甕 平坦口縁 I 無文 (ナ デ),Ⅱ 縄文 れ黍牲み〒・LIttx 7_6 13-1-3

H 包含層 8～ 9 晩 Vb期 一更 平坦口縁
・
与鮮  ( 器癸与輩又・ミ 7-7 13_1_4

G 包含層 晩Ⅵ期 一堕 送写允糠ヌ 野韓誉r刀 千婢 メ
妹 7_8 13■ -7

G 包含層 10 晩 V期 鉢 平坦口縁 無藩載 苺甚↓『 允 沈線文・ ミガキ,(内 ) 7-9 13■ -8

〕 包含層 弥 Ⅱb期 蓋 平le□ 縁 I・ Ⅱ 縄文 LR斜行縄文,(内 )ナ テ 炭化物 7_10 13_1-5

I BE47 包含層 弥 Ⅱb期 高  杯 平坦口縁 半峯◆繰又 殺♂穏ヌ・ミ
炭化物 7-11 13_1-6

卜BD49 包含層 弥Ⅱ期 浅  鉢 託賛異経;突
起

I・ Ⅲ 縄文 LR斜行縄文,(内 )ナ デ 炭化物 7_12 13-2_ 1

I BD50 包含層 弥 I～ Ⅱa期 蓋 平坦口縁 I・ IIl 縄文 LR斜行籠支,(内)ミ ガキ 炭化物 7-13 13_2_2

I BD50 包含層 弥 Ⅱb期 一璽 延 王字文 7_14 13-2_3

I BD50 包含層 弥 1～ ■a期 士更 Il 平行沈線文 ナデ・沈線文,(内)ナ デ 7_15 13_2_5

I 包含層 弥 I～ Ⅱa期 深  鉢 岳 送写'線
又 LR縄文・沈線文 (内 )ナ デ 炭化物 7-16 13_2_6

I 包含層 9 弥Ⅱa期 浅  鉢 平坦口縁 I・ Ⅲ 平行沈線文 7_17 13_2_4

」BN49 包含層 9 晩Ⅵ期～弥 I期 深  鉢 妥揖異経;突
起 手(ナ デ, ん示・学WIT縛メ 7_18 13-2_7

J 包含層 6～ 7 晩Ⅶ期～弥 I期 浅  鉢 Ш 平行沈線文 ナテ・沈線文.(内)ナ デ 7-19 13-2_9

J― BN49 包含層 9 晩Ⅵ期～弥 I期 高  杯 山形突起 I 平行沈線文 (内 ) 7-20 13-2_8

K 包含層確認面 弥Ⅳ期 鉢 # ↓碁林盛 塗ゃ ぁ韻癸七窪ご斗荷蘊又・ 7 _21 14-1- 1

K 包含層確認面 弥Ⅳ期 鉢 Ш 達弧文 テ髯韓冬甲野X.
朱 7_22 14_1_2

K 包含層確認面 弥 Ⅱb期 鉢 皿 波状文′縄文 7_93 13-ワ ー10

K 包含層確認面 弥 Ⅱb期 高  杯 平坦□縁 Ⅲ 変形工字文C2 4支呂メ彗らで弄キ 7_24 14_1-9

K 包含層確認面 弥 工b期 高  杯 平坦口縁 江 変形工字文C2 考うて嘉 7-?5 14_1_5

K 包含層確認面 弥 Ⅱb期 一硬 Ⅱ 変形工字文C2 4S>亀畠辞落ナデ 8-1 14_1-3

K 包含層確認面 弥 Ⅱ期 深  鉢 平坦口縁 琶挙 しR縄文,(内 )ヨ コミガキ 炭化物 8-2 14-1-4

K 包含層確認面 弥 I期 鉢 平IB口 縁 1 筆碁番盛こ1幣 8_3 14_1_6

K 包含層確認面 弥 I期 高  杯 Ш 平行沈線文 沈線文・ ナデ,(内)ナ テ 朱 8_4 14_1_7

108 K 包含層確認面 晩Ⅵ期～弥 I期 鉢 ? Π 変形工字文A 沈線文・ミガキ,(内)ミ ガキ 8-5 14_1-8

包含層確認面 晩 V期 ? 高  杯 平坦口縁 I・ Ⅱ 縄文 沈繰文,(内)ナ デ 8_6 1

10 K 包含層確認面 晩Ⅵ期 深  鉢 平坦日縁 1 釜碁沐亀 建 朱 8-7 1 11

K 包含層確認面 晩Ⅳ期 深  鉢 平坦日縁 痒昂
引
■

パ
車寺 紫X 母1為尋P禁ダg努筆繰文

・ミ 8-8 14_2_1

2 K 包含層確認面 晩Ⅳ～ Va期 深  鉢 平坦口縁 絡文・沈線文,(内)ナ テ 8-9 14-2-2

3 K― AS 包含層 弥Ⅳ期 壷 平坦口縁 λ民等子学I稼又・ナデ
朱 8-10 14_2_3

4 K― AR59 包含層 弥 Ⅱb期 r習骨兵 キ∵晃LAヽ 沈線文・ ミガキ,(内)ナ テ 8-11 14_2_4

5 K_AR58 包含層 弥 Ⅱb～ Ⅱ期 一望 Ⅱ・Ⅳ 入組文 矢 8-12 14_2_5

16 K_AR 包含層 弥 Ⅱb期 蓋 ・Ⅲ 沈線文 L醐 行縄文,(内)ミ ガキ 8-13 14_2-6

K―AR56 包含層 弥 I～ Ⅱ期 鉢 平坦口縁 幕学やぐ 8_14 14_2_8

K_AR56 包含層 弥 Ⅱa期 高  杯 平坦□縁 茶ワ準警 暑く丼軍,? 炭化物 8-15 14_2_7

K―AR59 包含層 弥 I～ Ⅱ期 深  鉢 平坦口縁 1 霊碁芥甚 塾ャ 蹟欅掻子宅野ヌ 8_16 15-1-1

K―AR 包含層 弥 Ⅱa期 高  杯 平坦回縁 茶鬱争雪 沈線文・縄文・ ミガキ 8_17 15-1-3

K―AS 包含層 弥 Ⅱa期 高  杯 V 波状文 沈線文・ナデ?,(内)ナ デ 8-18 15-1-2

K―AR56 包含層 弥 Ⅱb期 高  杯 V 波状文 沈線文・ ミガキ.(内)ナ デ 9_1 15-2-5



付表 1 山王囲遺跡出土土器観察表 (3)

Attribute list of pottery from the SannO_gakoi site(3)

□体No 出土地点 遺 構 層 位 時   期 器種 回縁部の特徴 主要文様の特徴 縄文・器面調整の特徴 備 考 図版No 写真 Nα

K― AR56 包含層 弥 Ⅱ期 高  杯 V 波状文 9_2 15

24 K― AR57 包含層 晩Ⅵ期～弥 I期 鉢 平坦口縁 Ш 平行沈線文,Ⅳ 縄文 9_3 6

K― AR58 包含層 弥 Ⅱa期 姜望 平坦□縁 9-4 15 2

K― AS 包含層 晩Ⅵ期～弥 I期 鉢 Ⅱ 変形工字文A3 沈線文・ナデ,(内 )ナ デ 9-5 15 3

K_AS 包含層 晩Ⅵ期～弥 I期 鉢 半拌2熱突起 Ш 変形工字文Al 9_6 16 1

K_AS 包含層 弥 I期 ? 鉢 平坦回縁 Ш 変形工宇文A2 9_7 16 5

K― AR58 包含層 晩Ⅳ期～弥Ⅱa期 深  鉢 ャ牌8突起
朱 9-8 15 1

K_AR56 包含層 晩Ⅵ斯 高  杯 山形突起 ? 沈線文・ ミガキ.(内 )ナ デ 9_9 16 3

1 K_AR56 包含層 晩Ⅵ期 高  杯 ぷκ交子るV負部 9_10

K― AR56 包含層 晩Ⅵ期 高  杯 臓 岬馬幣 I 無文 (ミ オ■) 9-11 16 2

K― AR59 包含層 晩 Va期 鉢 平le口縁 と 半軍 癬癸丼軍 9-12 16

K― AR56 包含層 晩 Vb～ c期 平坦□縁 沈線文・ ミガ■,(内)ナ デ 9-13 16 2

K_AR59 包含層 晩W期 深  鉢 :粗 判†碁 Ⅱ 平行沈線文 牌 番普で呼豊 9_14 16 3

K― AR58 包含層 晩Ⅳ期 深  鉢 平坦□縁・押圧 娘支:《訃
ミ
亀v十斗何仇

好年γ86穏挙ら1紫
憬X・

10- 1 16 4

K― AR57 包含層 晩Ⅳ期 深  鉢 怨
・ と井盃拳壻 花ユ 17 1

K― AR56 包含層 晩Ⅳ期 深  鉢 平坦□縁・亥Jみ 【 刻日,平行沈線文,縄文 ガヽキ (内)ナ デ 10-3 17 2

K_AS 包含層 晩Ⅳ期 浅  鉢 鶴 徴
・

F4」弓密卜「を4黍 10_4 17 4

K_AR58 包含層 晩W期 浅  鉢 平坦口縁・刻ろ 為指″ 沈損将子撃線X 10-5 6

K_AR59 包含層 晩Ⅳ期 鉢 平坦 回縁・亥1み 井懸等誉普近177X 10-6 17 3

K― AR59 包含層 晩Ⅳ期 浅  鉢 平坦□縁 ★聞 評 香ぜで努尊 10_7 17 5

K_AR59 包含層 晩Ⅳ期 浅  鉢 歌委露)
I 沈線文 沈線文・ナデ,(内)ナ テ 17

K― AR59 包含層 晩Ⅳ期 鉢 $ぷ邁膨卜ヽ ミ雀ν与 夕彗゙ 巻Ψ〈4た 17-2_1

K― AS 包含層 晩Ⅳ～ Va期 〓璽 平坦 回縁 IIl 平行沈線文 孝年1錦琳
隠
挙ち聖T 10_10 17_2-9

K― AR59 包含層 晩Ⅳ期 IIl 雲形文 LR縄文・沈線文 (内 )ナ デ 朱 10■ 1 17_2_3

K― AR56 包含層 晩Ⅳ期 注  目 平坦□縁 Ⅳ 平行沈線文+瘤 ,雲形文 韻韓番彗で軒峰
ミ

10 12 17_2_4

K 遺構検出面 晩 V期～弥 I期 主堕 平坦□縁 I 平行沈線文 沈線文・ナデ,(内 )ナ デ 10■ 3 17_2_5

K 遺構検出面 晩Ⅳ期 深  鉢 海婆整景
・失起 Ⅲ 刻み,平行沈線,縄文 ∴丹幡音で明専

ミガキ
炭化物 10_14 17_2_6

K 遺構検出面 晩Ⅳ期 深  鉢 小波状口縁 犠ず X 打ⅢくヽまPで響迷 10■ 5 17-2_7

E― AZ60 第1号 土器埋設土壊 晩Ⅵ期 鉢 平坦□縁 I 匹字文, IIl・ Ⅳ 縄文 帰鶴々 七寵F行縄又 晨練詭解 6_1

G_BB51 第2号土器埋設土壊 弥 工a期 甕 Ⅱ・Ⅳ 縄文 訴 考キ」何,頂定種
炭化物 H_2 6-2

G― BH5' 第5号土器埋設土壊 弥 ■b期 高  杯 V 垂下文 縄文 綽 番摯稼又・ 朱 H-3 6-4

K― AR56 ピット209 埋  土 晩V期 高  杯 V 平行沈線文 ナデ・沈線文,(内)ナ デ H_4

K― AS51 ピ ッ Ⅲ 埋  土 弥 I期 高  杯 V 平行沈線文,変形工字文C〕 沈線文 (内 )ミ ガキ ナテ 11_5 6_5

D―AW72 包含層 2 晩 V期 士璽 山形波状□縁 i報賛|
沈線文・ ミガキ,(内 )ナ デ H_6 5-3

G― BB51 第 2号溝跡 埋  土 弥Ⅳ期 鉢 平坦□縁
一翌
ｖ 渚 等益摯 標X 与手

4」 cロ 11_7 6-6

G― BG56 包含層 9上 面 弥 I期 高  杯 V 変形工字文A2 沈線文・ ミガキ,(内 )ナ デ 113 5_7

K_AS57 包含層 晩Ⅳ期 深  鉢 平坦回縁・押圧 Ⅲ 平行沈線文 ILイ質鐸卦ち終場蜂 H_9 5-1

K― AS58 包含層 晩 Vb期 鉢 平壇□縁 帯 辞る 邊 ./ そ型 け瑠lf空4本 口径 15 6cm ■ 10 5-2

K_AR 包含層 晩Ⅳ～ Va期 一望 平坦口縁 命
・
聰、藤文(ミ ガキ) 昭ヾ Ψ撃特孝ゴ

ガキ
[1 11 5-4

K_AS50 包含層 弥 I期 壷 平坦口縁 帯を 1播拳 ″ぶt 穿孔 11■ 2 5-6

K_AS57 包含層 弥Ⅳ期 乎 圭舞砕霧番'斎1架夕l み至・r琴ズ.束1突 [1■ 3 5-8

K― AR53 第6号竪穴住居跡 晩Ⅵ期 平坦口縁 I～Ⅳ 無文 (縄文) た学P=善 X二
炭化物 12_ 1 7_1

K―AR 包含層 晩 V期 士軍 平坦口縁 I～Ⅱ 無文 (ナ デ) 袖珍土器 1つ _2 5_5

G― BC52 第3号土器埋設土壊 弥 I期 深  鉢 平坦□縁 +突起 帯.煮★狙V専雰X 用韻翠電奉J2採メ t,_3 6_3

凡例 :1「時期Jの弥は弥生時代を、晩は縄文時代晩期を示す。
2「主要文様の特徴」のI～ Vは、本文中の文様帯の区分と対応する。
3「備考」の補修孔は焼成後の、穿孔は焼成前のものを示す。

付表 2 山王囲遺跡出土土師器観察表
Attribute list of Haji ware froln the Sanno― gakOi site

個体No 出土地点 遺 橋 層 位 時   期 器 種 器面調整の特徴 計 測 値 (推定 ) 備  考 図版No 写 真 No

A―AV84 第 1号竪穴住居跡 覆  土 7C末～ 8C前半 杯 オデ.(内 )ミ ガキ 黒色処理 口径 :(12 2cm) 12_登 7_3

A―AV84 第 1号竪穴住居跡 覆  土 7C末～ 8C前半 杯 ナデ,(内 )ミ ガキ 黒色処理 回径 :(13 8em) 12_5 8-3

A― AV84 第 1号竪穴住居跡 覆  土 7C末～ 8C前半 杯 ヨヨナデ,(内 )ミ オ■ 黒色処理 口径 i(12 8cm) 12_6 7_2

C― BD75 ピット9 埋 ± 3 7C末～ 8C前半 杯 蓬
:r萬

ギ
='14罰

`堪 t.ttFり
・ミ方キ

巣曾:オち器 12_ 7 8_4

C_BD75 ビット9 埋  土 7C末～8C前半 台付 甕 ケズ リ・ナデ.(内)ヨ ヨナテ 7_6

C― BD75 ピ ット9 埋  土 7C末～ 8C前半 甕 不明瞭,(内 )不明瞭 12_9 7_4

C― BD75 ピット9 理  土 7C末～ 8C前半 甕 毛乾覇ギ〔視 却 `こ紆 ナテ 回径 :(127師 ) t2■ 0 7-5

C_BD75 ピ ット9 埋± 3 7C末～ 8C前半 婉 イ郵汽ちfF竃佐航過
千

回径 6 2em) 12■ 1 8-2

C― BD75 ピット9 埋 ± 3 7C末～ 8C前半 甕 □縁部 !ヨ ヨナデ,頸部 :ヨ ヨナデ,(内 )不明瞭 口径 :(22 4cm) 12_12 8-1



表付

付表 3 山王囲遺跡出土陶器観察表
Attribute list of ceraHlic都/are from the SannO― gakoi site

個体 Nα 島土地点 遺 構 層 位 時   期 器 種 器面調整の特徴 計 測 値 (推定 ) 備  考 図版 Nα 写 真 No

G 第 2号溝跡 埋  土 14C 括  鉢 M否
匈議鶏ギ扇軍

=ゴ

L甲猾暫,h『「チデ 口径 :(34 8cm) 在地系 12_13 8-5

付表 4 山王囲遺跡出土石器観察表 (1)

Attribute list OF stone implement frOm the Sanno― gakoi site(1)

器 種 出 土 地 点 遺 構 層  位 石  材 最大長 (mo 最大幅 (mo 鶉    (mの 重 量 (g) 備  考 図 版 No 写 真 No

石鏃 C_AX74 ビット3 埋 土 182 119 072 破 損 3-1

2 石鏃 C_BD75 ピット9 埋 土 206 破 損 3-2 8-7

3 石鏃 D―AZ72 第 4号溝跡 埋 土 破損 3- 3 811

石鏃 D_AZ72 第 4号濤跡 埋 土 3-4 8-2

5 石鏃 E―BD60 ピッⅢ Sil Tu 破損 3_ 5

6 石鏃 E― BG51 Obs 11 5 3_10

7 石鏃 F 第 3号竪穴住居跡 床 面 床面直上

8 石鏃 F 第 2号竪穴住居跡 105 13_20 18■ 0

9 石鏃 F_BC57 24 3 13- 6 18-20

石鏃 F― BC57 9 13_ 8 18_5

石鏃
『

_BF57 第 4号溝跡 殻 損

石鏃 F‐ BG57 第 2号竪穴住居跡 覆土 Sil― Sh 871 破 損 13- 7 1818

石鏃 G 第 2号溝跡 Obs 破損 13_ 9 18■ 9

石鏃 14 18-25

石鏃 I 9

石鏃 卜BD50 6 」a2 13 18_6

石鏃 I BE49 6 186 12 18_3

石鏃 K― AR50 包含層 189 102 破 損

石鏃 K_AR52 包含層 Sil Tu 11 2 破 損

石鏃 K_AR54 包含層 278 13-25 18-9

石鏃 K― AR55 包含層 241 153 破 損 13_24 18-23

石鏃 K― AR56 包含層 116 037 破 損

石鏃 K― AR56 包含層 118 付着物有

石鏃 K― AR56 包含層 897 65 3_21 8_17

石鏃 K_AR57 包含層 178 157

石鏃 K_AR57 包含層 169 048 3■ 5

27 石鏃 K_AR58 包含層 224 079 13-11 8-4

石鏃 K_AR58 包含層 破 損

石鏃 K_AR59 包含層 182 075 13_19 18-16

石鏃 K― AR59 包含層 」a2 13_16 18_1

石鏃 K― AS54 包含層 0 57

石鏃 K― AS54 包含層 Ch 破 損

石鏃 K― AS57 包含層 21 5 137

石鏃 K― AS57 包含層 」a' 112 13-22

石鏃 K― AS57 包含層 破損

石鏃 K_AS59 第 7号竪穴住居跡 107 13_17 18-8

石錐 F‐ BA57 9

石錐 G― AR57 包含層 447 1862 13_26 19-1

石錐 K 包含層 Si卜 Tu 13-29 19_ 2

石錐 K―AR52 包含層 84

石匙 F 13_ワ 7 19_4

楕円形石器 K― AS50 包含層 162 19-3

不定形石器 E_BB61 ピット49 埋± 1 421 350 1319

石刀 E_B061 ピット33 埋± 1 372 1948 破損

石刀 K 9 1115 13383 破損 13-30 18-31

石刀 K― AR50 包含層 1106 123 7052 破損 14_31

石 刀 K― AR50 包含層 774 2412 破損

石棒 K_AR57 包含層 204 3534 破損

独鈷石 F_BC57 破損 14_32 18_34

磨製石斧 E_B160 Tu― Sa― Sh 1870 23704 破 損 14_34 18_30

磨製石斧 G 15600

磨製石斧 G― BB51 第 2号溝跡 埋± 2 Sa― Sh 1145 19707 14-35 18-29

磨製石斧 K― AR59 包含層 612 324 122 4158 14_33 18-28

打製石斧 F 第 2号竪穴住居跡 Da 1008 12452 15-37 18_96

打製石斧 G 第 2号溝跡 1212 390 42780 t4_36 18-27



付表 4 山王囲遺跡出土石器観察表 (2)

Attribute list of stone implement from the Sanno― gakoi site(2)

石材名称の略号は次の通 りである。

Sa:砂岩 Sh i頁岩 SI:粘板岩 Tu:凝 灰岩 Ch:玉 髄 」al:碧玉 Ja2:鉄 石英 Ser:蛇 紋岩 Obs i黒 曜石 And:安 山岩 Da:石 英安山岩 Pum i軽石

Tu Sa:凝灰質砂岩 8』 Sh:珪 質頁岩 Sa sh〔 砂質頁岩 Tu sa sh:凝 灰質砂質頁岩 Sa Tui珪質凝灰岩 Sa角 :砂質凝灰岩 Da Tui石英安山岩質凝灰岩

器 種 出 土 地 点 遺 構 層  位 石  材 最大長 (mo 最大幅 (mo 属Jごヨ(mnD 重 量 (g) 備  考 図 版 No 写真 No

打製石斧 H 埋± 1 Da― Tu 1150 7つ 0 327 42980

57 円盤状石製品 C_AX74 ピット3 埋± 1 And 572 5250 15-38

円盤状石製品 K 遺構検出面 507 5952

円盤状石製品 K_AR57 包含層 Sa― Tu 6 10646

円盤状石製品 K―AR58 包含層 Sa― Sh 9 6639 15_39 18-37

円盤状石製品 K_AR59 包含層 540 0 8449

円盤状石製品 K―AS50 包含層 Da―Tu 9324

敲 石 B 1300 925 544 105320

敲 石 E― AZ24 ピットワ4 哩± 1 1283 66700

凹 石 F 第 2号竪穴住居跡 720 557 43790 15-45 19_16

凹 石 F 第 3号竪穴住居跡 Da 778 67 1 19463 16-47 19_15

敲 石 F― AZ57 ビ ッ 卜46 Tu―Sa 66950

敲 石 G 10 Da 38000

敲 石 G 第 2号溝跡 And 1336 1166 170620

70 敲 石 G― BD51 10 Da 102 93210

71 敲 石 H_BE55 ピ 卜22] 埋± 1 Da 1438 85910 15-43 19-13

凹石 H_BE56 ピット151 埋± 1 Da 1105 受 熱 15-42 19_12

73 敲 石 K Da

74 敲石 K― AR56 包含層 Da 927 66700

75 凹石 K― AS51 ピット156 埋± 1 Da 49160 16-46

磨石・ 設石 Da 1290 765

磨石・ 敲石 F 9 Da 777 30020

凹石 F 第 2号竪穴住居跡 Da 68320 15-44 19■ 4

79 磨石・敲石 F― BD59 ビット47 埋± 1 Da

磨石・ 敲石 G― BH52 ピット75 理± 1 Da 1229 472 78490

磨石 巳―BA61 9 Da 72 1 54 7 受熱 15-41 19■ 0

磨石・ 敲石 F― AZ57 ピット46 埋± 1 Da 663 868 94280 受 熱

敲石・ 凹石 H― BE55 ピット221 埋± 1 Da― Tu 465 331 30

磨石・ 凹石 K―AR57 包含層 Da [103 74210

石 lll D―AW71 ビ ッ 埋± 2 Da― Tu 1250 632 36670 破 損

石 皿 F― BC57 9 Pum 10430 破 損

石Il F_BC58 9 Da― Tu 1651

石 皿 K_AS56 遺構検出面 Da― Tu 3490 3210 1120000 受熱、破損 17_52

石 皿 F― AZ57 ピット46 埋± 1 And 3430 2260 19-19

凹石 F― AY57 9 And 1960 1710 400000 19_17

凹石 H_BE55 ピット151 埋± 1 1550 1450 291630

石錘 F― BF57 Pll 埋± 1 454 5025 15-40 19_35

繰刻礫 K_AR57 包含層 1130 5586 19-33

石核 E_B160 9 275 5776 17-65 19_5

石核 F 876 29250 17_57 19- 9

石核 F 第 2号竪穴住居跡 Ja2 457 13548 17-53 19- 6

石核 K 包含層
'7ワ

428 2088

石核 K― AR57 包含層 46も 31 6 10455 17-56 19_ 8

石核 K_AR59 包含層 Sl―Tu 6877 17-54 19_ 7

石核 K_AR50 包含層 31 0 2202
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第 1図版 山王囲遺跡発掘区配置図

Excavated trench in the SannO― gakoi site
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Plans and sections of archacological features in the Sanno― gakoi site
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Plans and sections of archaeo10gical features in the Sanno― gakoi site
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第 6図版 山王囲遺跡出土土器拓影 (C、 E～ G区、K区 )

」omon and Yayoi pottery froln the Sanno― gakoi site
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第 9図版 山王囲遺跡出土土器拓影 (K区 )

」omon and Yayoi pottery froln the SannO― gakoi site
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第10図版 山王囲遺跡出土土器拓影 (K区 )

Jomon and「 Fayoi pottery frorn the Sanno― gakoi site
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第11図版 山王囲遺跡出土土器実測図 (D、 E、 G、 K区)

」omon and｀ Fayoi pottery frOIn the Sanno― gakoi site
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第13図版 山王囲遺跡出土石器

Stone implement from the Sanno― gakoi site
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第14図版 山王囲遺跡出土石器

Stone implement from the Sanno― gakoi site
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山王囲遺跡出土石器

Stone implement froxxl the Sanno― gakoi site
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山王囲遺跡出土石器

Stone implement froln the Sanno― gakoi site
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第17図版 山王囲遺跡出土石器

Stone implementfrom the Sanno― gakoi site
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写真図版縮尺

PL.9～17 山王囲遺跡出土土器PL.5 山王囲遺跡出土土器

1・ 2 %1・ 2 2/3 5 1/3 4～7% 84/5
PL。 18 山王囲遺跡出土石器PL.6 山王囲遺跡出土土器

26～30 1/2 31～ 37 1/21～ 25 4/11/21 2/5  2～ 6

PL。 19 山王囲遺跡出土石器PL.7 山王囲遺跡出土土器
1～4 4/5 5～9 % 10～ 18 1/31/2l 1/2  2～ 6

19・ 20 1/4PL.8 山王囲遺跡 出土土器、土製品

3,4 3/5 5 1/213/5 21/2
6～12 1/1



1 山王囲遺跡航空写真 (南から)

PL。 1 山王囲遺跡航空写真及び第 2、 3号竪穴住居跡

Aerial photograph of the Sanno― gakoi site and pit dwelling 2 and 3

2 F区第 2、 3号竪穴住居跡 (東から)



l G区全景 (南から)

2 G区第 1号配石遺構 (西から)

PL.2 G区 全景及び第 1号配石遺構
/ヽiew of excavated trench and stony feature l



I区全景 (西から)

2 畦畔状遺構 ●しから)

PL.3 1区全景及び畦畔状遺構

Al‐iew of excavated trench and the levee― like Feature



l K区全景 (西から)

PL.4 K区 全景及 び第 5号竪穴住居跡

View of excavated trench and pit dwelling 5

2 第 5号竪穴住居跡 (南から)



(165)

山王囲遺跡出土土器

Jomon and｀Fayoi pottery from the Sanno― gakoi site

1・ 2・ 4～ 6,8K区包含層
7 G区包含層
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山王囲遺跡出土土器

」omon and Yayoi pottery from the Sanno― gakoi site
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山王囲遺跡出土土器

Jomon pottery and Haii Ware frorn the SannO― gakoi site

l K区第 6号竪穴住居跡
4～ 6C区 ピット9

PL.7 2・ 3A区第 1号竪穴住居跡



(168) 5b

PL.8 山王囲遺跡出土土器、土製品

Htti Ware,ceramic ware and Clay obie就 任Om the Sanno‐ gakoi site

1・ 2・ 4 C区ピット9 3A区 第 1号竪穴住居跡
5 G区第 2号溝跡 6。 7・ 9・ 10K区包含層
8K区 ピット191 1l C区 ピット3 12K区攪乱坑



D区出土土器

9      (9'

1～ 4 ピット3 5・ 6・ 8 ビット8 7・ 9 ピット9
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９

２

　

　

ＰＬ

、D区出土土器

山王囲遺跡出土土器

」omon and Yayoi pottery frorn the SannO― gakoi site

ビット14 12～ 16



l D～ F区出土土器

H区出土土器

山王囲遺跡出土土器

」omon and Yayoi pottery frorn the Sanno― gakoi site

1 ビット42 2～ 10第 4号溝跡 ■ ピット37 12～ 15第 2号竪穴住居跡

Ｆ
、

　

　

１０Ｌ

２

　

　

Ｐ

1～ 4第 2号竪穴住居跡
7 ピット47 9 ピット155

5 ピット46 6・ 8第 4号溝跡
10。 11ビ ット152



l G区出土土器

2 G区出土土器

PL.11 山王囲遺跡出土土器

」omon and Yayoi pOttery frorn the Sanno― gakoi site

1第 4号土器埋設土壊 2 ピット162 3第 1号配石遺構

1第 1号配石遺構 2第 2号溝跡  3・ 4 ピット156



64)

(69)

1・ 3・ 4 ピット187 2 ピット189 5 ビット190 6 ピット192

7 ピット196 8 ピット198 9 ビット200 10ピ ット202
K区出土土器

2 C、 E、 F、 K区出土土器

PL。 12 山王囲遺跡出土土器

3η )

ピット206 2 ビット204 3
C区包含層 7・ 8E区包含層

ピット205 4 ビット216 5 ピット214
9 F・ I区包含層 10～12F区包含層

」omon and Yayoi pottery from the SannO― gakoi site



l F、 G、 H、 I区出土土器

2 1、 」、K区出土土器

PL.13 山王囲遺跡出土土器

8 (87)

1・ 2 F区包含層 3・ 4 H区包含層 5,6 1区包含層 7・ 8G区包含層

1～ 6 1区包含層 7～ 9 」区包含層 10K区包含層確認面 (7、 8層の上部)

」omon and Yayoi pottery from the Sanno―gakoi site



K区出土土器

2 K区 出土土器

PL.14 山王囲遺跡出土土器

」omon and Yayoi pOttery from the Sanno―gakoi site

1～JK区 包含層確認面 (7、 8層のと部)

1・ 2 K区包含層確認面 (7、 8層の上部)3～ 8K区包含層 (7、 8層 )



l K区出土土器

2 K区出土土器

PL.15 山王囲遺跡出土土器

」omon and ttFayoi pOttery from the Sanno― gakoi site

と～ 3 K区包含層 (7、 8層 )

(122)

1～ 5 K区包含層 (7、 8層 )



l K区出土土器

2 K区出土土器

PL。 16 山王囲遺跡出土土器

」omon and Yayoi pottery from the Sanno― gakoi site

1～ 6 K区包含層 (7、 8層 )

[～ 4K区 包含層 (7、 3層 )



I K区出土土器

K区出土土器

17 山王囲遺跡出土土器

」omon and Yayoi pottery from the Sanno―gakoi site

1～ 7 K区包含層 (7、 8層 )

1～ 4 K区包含層 (7、 8層) 5～ 7 K区遺構検出面 (8層下部から9層 )

Ｌ

２

　

　

Ｐ



15鞠 26)

(21)24

PL.18 山王囲遺跡出土石器            1～ 25石鏃 arrOwhead 26・ 27打製石斧 chゃped stone axe

脱one �pttme� 仕om he Sanno― gakd d俺 :嬬罐暫誘紺鮒 T継ぜ甥f巨孔S温靖卸既諸喚e

35石錘 stone wdght 36・ 37円盤状石製品 disc― shaped stone implement



PL。 19 山王囲遺跡出土石器

Stone implementfrOm the SannO― gakoi site

1・ 2石錐 drュ1 3楕 円形両面加工石器 oval biface

白32熱絲朝輔ξi醜彗砕軸h曲�∞
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